
　
　
　
　
　

   

【
２
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、２
２
８
人　
（　
　
　

 

12
）

　
　
　

男　

３
、４
２
１
人　
（　
　
　

 

12
）

　
　
　

女　

３
、８
０
７
人　
（　
　
　

 

０
）

●
世
帯
数　

３
、８
４
４
世
帯（　
　
　

 

２
）

　

舘　

凛り
ん

汰た

郎ろ
う

ち
ゃ
ん 

男（
伸
一
）鈴
蘭
５

　

佐
久
間　

登
さ
ん（
89
歳
）朝
日
２

　

清
水　
　

均
さ
ん（
55
歳
）美
里
５

　

瀬
川
千
栄
子
さ
ん（
69
歳
）桜
丘
３

　

髙
橋
美
枝
子
さ
ん（
81
歳
）泉
３

　

宮
脇　
　

博
さ
ん（
80
歳
）美
里
４

　

小
原
喜
一
郎
さ
ん（
91
歳
）泉
２

　

三
木　
　

明
さ
ん（
89
歳
）美
留
和

▼
３
月
は
、
卒
業
の
季
節
で
す
。今
年
も

各
学
校
の
卒
業
式
、
幼
稚
園
の
卒
園
式

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。特
に
今
回
は
、

幼
稚
園
・
保
育
園
で
最
後
の
卒
園
式
と

な
り
ま
し
た
。多
く
の
卒
園
児
を
送
り

出
し
た
園
が
な
く
な
る
の
は
さ
び
し
い

で
す
が
、
新
た
に
開
園
す
る
認
定
こ
ど

も
園
ま
し
ゅ
う
で
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
た
ち
が
見
ら
れ
る
は
ず
。取

材
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。（
鶴
田
）

▼
今
号
を
最
後
に
、
弟
子
屈
町
を
離
れ

ま
す
。た
っ
た
２
年
間
と
短
い
間
で
し

た
が
、広
報
係
と
し
て
全
町
を
回
り
、た

く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
２
年

間
で
し
た
。最
後
の
取
材
は
和
琴
小
学

校
の
卒
業
式
で
し
た
。次
の
ス
テ
ー
ジ

に
進
む
卒
業
生
の
姿
に
パ
ワ
ー
を
も
ら

い
ま
し
た
。弟
子
屈
の
子
ど
も
た
ち
の

よ
う
に
、私
も
新
天
地
で
頑
張
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
山
本
）

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編
集
後
記

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

２
２
３
件

　

▼
現
金
合
計 

４
百
２
５
万
円

研
修
２
年
目
の
ス
タ
ー
ト

研
修
２
年
目
の
ス
タ
ー
ト

協力隊通信
大森 慎一郎さん

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
摩
周
メ
ロ

ン
生
産
技
術
継
承
員
の
大
森
慎
一
郎

で
す
。

　

北
海
道
に
来
て
１
年
が
経
ち
、
ま

ず
は
家
族
と
も
ど
も
初
の
「
越
冬
」
を

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
終
え
ら
れ
た

こ
と
に
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
研
修
か
ら
戻
り
、

本
格
的
に
弟
子
屈
で
の
生
活
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
農の

う

閑か
ん

期き

に
入

る
時
期
と
い
う
こ
と
で
実
地
研
修
は

せ
ず
、
短
期
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
た
り
、
今
春
か
ら
使
用
す
る
屈

斜
路
研
修
ハ
ウ
ス
と
温
室
の
整
備
な

ど
の
準
備
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

改
め
て
振
り
返
る
と
、
農
業
研
修
・

寮
生
活
・
北
海
道
移
住
と
ま
さ
に「
初

物
」ず
く
め
の
毎
日
に
新
鮮
さ
と
戸
惑

い
を
覚
え
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
に
学

び
の
多
い
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
町
内
で
の
研
修

が
始
ま
り
ま
す
。今
シ
ー
ズ
ン
は
主

に
屈
斜
路
エ
リ
ア
で
メ
ロ
ン
栽
培
を

さ
れ
て
い
る
農
家
さ
ん
で
の
現
地
研

修
に
加
え
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
内

容
を
復
習
し
な
が
ら
取
り
組
む
自
己

管
理
栽
培
の
２
本
立
て
の
研
修
を
予

定
し
て
い
ま
す
。昨
年
の
研
修
で
は

赤
肉
品
種
「
摩
周
レ
ッ
ド
」
を
充
分
に

大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
ず
と
て
も

苦
労
し
ま
し
た
。こ
れ
に
対
す
る
自

分
な
り
の
対
策
を
試
し
て
み
よ
う
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
が
、
滝
川
と
弟

子
屈
で
は
気
候
は
も
ち
ろ
ん
設
備
の

充
実
度
も
異
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

昨
年
得
た
気
付
き
や
課
題
を
踏
ま
え

つ
つ
も
、
弟
子
屈
の
環
境
に
合
わ
せ

た
栽
培
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
一
番
の

目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
後
に
予
定
し
て
い
る

新
規
就
農
を
見
据
え
た
動
き
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。具
体
的
に
は

自
身
の
技
術
に
見
合
っ
た
栽
培
可
能

面
積
の
把
握
や
必
要
な
設
備
と
そ
の

投
資
額
の
算
出
、
更
に
は
冬
期
の
収

入
源
確
保
を
含
め
た
年
間
の
流
れ
に

つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
つ

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

年
明
け
に
は
「
摩
周
メ
ロ
ン
生
産

組
合
」へ
加
入
し
ま
し
た
。こ
の
夏
に

１
玉
で
も
多
く
の
「
摩
周
メ
ロ
ン
」
を

収
穫
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

第 44 号
地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

※ お誕生、お悔やみは、２/1～２/28に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を
希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希
望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

日々の活動
発信中！

は

じ
め
ました

！

は

じ
め
ました

！

毎月１回発行
発行／弟子屈町
編集／まちづくり政策課
☎ 482-2913　fax482-2696　

〒 088-3292　弟子屈町中央２丁目３－１

４
April

平成31年度町政執行方針・・・・・
平成31年度教育行政方針・・・・・
平成31年度弟子屈町予算の概要・・
働くあなたを応援・・・・・・・・
第44号協力隊通信・・・・・・・・

今月のクリップ

今
日
ま
さ
に
巣
立
ち
の
時

　

卒
業
式
・
卒
園
式

(

18
〜
19
ペ
ー
ジ
）

写
真

特
集

家族でスノートレッキングに

弟子屈町

♥

＠teshikaga

　３月 17 日に行われた、
摩周丘幼稚園（鈴木幸榮園長）
平成 30 年度卒園式での１
コマ。
　３月末で閉園となった同
園。最後の卒園児となった
21 人の園児一人ひとりに、
鈴木園長から卒園証書が手
渡されました。
　４月からはぴかぴかの一
年生。楽しい小学校生活の
はじまりです。

今月の表紙
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国
の
経
済
政
策
で
あ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
推
進
は
、
経
済
の
好
循
環
が
着
実
に

回
り
つ
つ
あ
り
、
政
府
は
10
月
１
日
か
ら

の
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
上
げ
を
確

実
に
実
現
で
き
る
経
済
環
境
を
整
備
し
、

消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
需
要
変
動
の

平
準
化
に
万
全
を
期
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
、
東
京

一
極
集
中
に
よ
る
人
口
減
少
が
急
速
に

進
み
、
農
業
や
観
光
業
だ
け
で
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
業
種
で
の
人
材
不
足
が
深
刻
な

問
題
と
な
り
、
地
方
経
済
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
経
済
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
ま
ち
の
将
来
像

で
あ
る
「
水
と
森
と
人
が
共
に
輝
き
、
活

力
あ
ふ
れ
る
自
立
し
た
ま
ち
」の
実
現
に

向
け
、
人
口
減
少
や
、
経
済
の
低
迷
、
財
政

の
健
全
化
な
ど
山
積
す
る
諸
問
題
に
立

ち
向
か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
の
特
色
で
あ

る
、
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
新
た
な
産

業
や
、
農
業
と
観
光
業
の
連
携
に
よ
る
地

域
循
環
型
経
済
の
更
な
る
推
進
と
新
た

な
雇
用
の
創
出
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
子
ど

も
た
ち
な
ど
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
を
進
め
、
一
度
町
を
離
れ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
戻
っ
て
来
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
第
５
次
弟
子
屈
町
総

合
計
画
後
期
実
行
計
画
の
３
年
目
で
地

方
創
生
戦
略
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。そ

の
た
め
、
各
施
策
の
目
的
と
成
果
の
検
証

を
徹
底
的
に
行
う
と
と
も
に
、
ま
ち
の
将

来
像
の
達
成
に
向
け
て
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
政
策
を
磨
き
上
げ
て
人
口
減
少
を
ス

ト
ッ
プ
す
る
」を
基
本
方
針
と
し
、『
自
然

資
源
の
保
全
と
活
用
に
よ
り
魅
力
と
価

値
を
高
め
る
取
り
組
み
』、『
中
心
市
街
地

再
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
』、『
ま
ち
の

魅
力
や
取
り
組
み
の
情
報
発
信
』
を
最
重

点
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

▼ 

摩
周
湖
環
境
保
全
連
絡
協
議
会
に
よ

る
摩
周
湖
の
長
期
的
な
保
全
を
目
的

と
し
た
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
活

動
な
ど
の
継
続
。

▼ 

大
気
環
境
の
保
全
と
美
し
い
星
空
や

青
空
を
地
域
資
源
と
す
る
、
観
光
振
興

や
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
す
る
た
め

に
「
第
31
回
星
空
の
街
・
あ
お
ぞ
ら
の

街
全
国
大
会
」を
開
催
。

循
環
型
社
会
の
構
築

▼ 

旧
営
林
署
跡
地
で
掘
削
し
た
源
泉
を

活
用
し
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
や
給
湯

事
業
の
検
討
。

▼ 

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
湯
沼
地
区
の
地
熱
を

利
用
し
た
発
電
事
業
の
推
進
。

足
腰
の
強
い
産
業
育
成

▼ 

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
農
協

な
ど
と
連
携
し
継
続
的
な
基
盤
整
備

を
実
施
。

▼ 

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
へ
の
支
援
。

▼
家
畜
防
疫
対
策
の
継
続
。

▼ 

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
業
被
害
対

策
の
継
続
。

▼ 

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
農

協
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
実
習
生
や
研

　平成31年第１回町議会定例会が３月５日か

ら８日まで開かれ、平成31年度予算案などが審

議されました。

　德永町長が行った町政執行方針と、小林教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

平成31年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

修
生
の
受
け
入
れ
事
業
へ
の
支
援
。

▼
家
畜
ふ
ん
尿
の
臭
気
対
策
の
継
続
。

▼ 

国
や
道
に
対
す
る
、
畑
作
の
経
営
所
得

安
定
対
策
の
継
続
を
要
望
。

▼ 

畑
作
に
お
け
る
経
営
形
態
の
見
直
し

と
、
輪
作
体
系
の
確
立
、
機
械
導
入
に

よ
る
省
力
化
な
ど
へ
の
支
援
。

▼ 

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
生
産
量
増
加
へ

の
取
り
組
み
と
、
醸
造
所
建
設
へ
向
け

た
建
設
計
画
の
推
進
。

▼ 

地
場
産
イ
チ
ゴ
を
原
料
と
し
た
ワ
イ

ン
な
ど
の
開
発
。

▼ 

農
道
や
町
営
牧
場
育
成
舎
な
ど
の
整

備
、
草
地
改
良
な
ど
国
営
・
道
営
土
地

改
良
事
業
に
よ
る
基
盤
整
備
の
継
続
。

▼ 

新
た
に
創
設
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
た
森
づ
く
り
の
推
進
。

▼ 

木
と
森
林
・
林
業
と
ふ
れ
あ
う
機
会
と

し
て
、木
育
行
事
な
ど
を
実
施
。

▼ 

屈
斜
路
湖
で
の
漁
業
協
同
組
合
の
設

立
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続
。

▼ 

屈
斜
路
湖
の
活
用
に
向
け
た
環
境
整

備
の
実
施
。

▼ 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
し
た
観
光
の
推
進
。

▼ 

冬
期
間
の
観
光
客
増
加
の
た
め
釧
根

管
内
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
実
施
。

▼ 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
に

基
づ
く
観
光
の
振
興
。

▼ 

広
域
観
光
と
し
て
、
周
辺
地
域
や
各
種

団
体
と
連
携
し
、
観
光
客
の
利
便
性
を

高
め
る
効
果
的
な
取
り
組
み
の
継
続
。

▼ 

増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
に
対
応
す

る
観
光
施
設
の
整
備
。

▼ 

道
の
駅
「
摩
周
温
泉
」
を
中
心
と
し
た

情
報
発
信
や
利
用
者
の
利
便
性
の
さ

ら
な
る
向
上
。

▼
川
湯
温
泉
街
の
再
整
備
の
推
進
。

▼ 

空
き
店
舗
活
用
事
業
に
よ
る
支
援
の

継
続
。

▼ 

町
内
企
業
の
域
内
調
達
の
推
進
、
中
小

企
業
振
興
融
資
制
度
な
ど
に
よ
る
商

工
業
者
へ
の
経
営
安
定
化
支
援
。

▼ 

求
人
情
報
な
ど
の
一
元
化
に
よ
る
雇

用
対
策
の
推
進
。

保
健
医
療
体
制
の
充
実

▼ 

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼ 

自
殺
者
減
少
の
た
め
の
「
い
の
ち
支
え

る
弟
子
屈
町
自
殺
対
策
計
画
」
に
基
づ

く
取
り
組
み
の
推
進

▼ 

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
、
保
健
指
導

や
健
康
教
育
の
充
実
と
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
の
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進 

。

▼ 

各
種
予
防
接
種
費
用
助
成
の
継
続
実
施
。

▼ 

地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
摩
周
厚
生

病
院
に
対
す
る
支
援
の
継
続
。

▼ 

医
療
と
介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
た

め
の
各
介
護
施
設
と
の
連
携
の
推
進
。

▼ 

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

実
質
無
料
化
の
継
続
。

▼ 

国
民
健
康
保
険
の
適
正
な
保
険
税
額

の
設
定
と
各
保
健
事
業
の
実
施
に
よ

る
医
療
費
の
抑
制
の
推
進
。

地方創生戦略の達成に向けて

ワイン用ブドウの生産増加へ

環　
人
と
自
然
が
共
生

　

す
る

活　
ま
ち
に
活
力
・
活
気
・

　

雇
用
を
生
み
出
す

暮　
誰
も
が
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る

「水と森と人が共に輝き、活力あふれる自立したまち」を目指して
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子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
や
食
事

の
提
供
を
行
う
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
推
進
事
業
の
実
施
。

▼ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
育

児
で
の
孤
立
や
不
安
解
消
に
つ
な
が

る
支
援
や
、母
親
講
座
な
ど
の
継
続
。

▼ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
学
校
施
設
で
実

施
し
、学
校
と
の
連
携
を
強
化
。

生
活
基
盤
の
向
上

▼ 

安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給
の
実
施
。

▼ 

維
持
管
理
体
制
の
強
化
に
よ
る
温
泉

の
安
定
供
給
。

▼ 

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
下

水
道
整
備
。

▼ 

下
水
道
計
画
処
理
区
域
外
で
の
適
正

な
合
併
浄
化
槽
事
業
を
推
進
し
、
設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
創

設
。

▼ 

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ

き
、Ｊ
Ｒ
釧
網
本
線
と
の
ア
ク
セ
ス
性

の
向
上
や
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解

消
と
交
通
弱
者
の
利
便
性
向
上
の
推

進
。

▼ 

Ｊ
Ｒ
釧
網
本
線
の
存
続
の
た
め
、
沿
線

自
治
体
や
北
海
道
と
連
携
し
、
利
活
用

策
を
推
進
。

▼ 

公
営
住
宅
敷
島
団
地
１
棟
４
戸
と


別
団
地
の
１
棟
３
戸
の
建
設
。

▼ 

住
宅
建
設
促
進
事
業
継
続
に
よ
る
民

間
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
。

▼ 

水
郷
公
園
を
中
心
と
し
た
施
設
の
老

朽
化
に
対
す
る
改
築
・
更
新
の
実
施
。

▼ 

町
道
奥
春
別
団
地
線
、

別
西
５
号
線

の
改
良
工
事
の
継
続
と
、
釧
路
川
右
岸

沿
線
の
舗
装
補
修
工
事
。

▼ 

町
道
弟
子
屈
原
野
９
線
防
雪
事
業
の

継
続
。

▼ 

南
弟
子
屈
橋
の
改
修
な
ど
、
既
存
橋
梁

の
計
画
的
な
修
繕
に
よ
る
地
域
道
路

網
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
。

▼
除
雪
ド
ー
ザ
ー
１
台
の
更
新
。

▼ 

道
道
の
整
備
に
係
る
用
地
買
収
な
ど

の
実
施
。

安
全･

安
心
の
確
保

▼ 

弟
子
屈
警
察
署
や
各
関
係
機
関
・
自
治

会
な
ど
と
連
携
し
た
交
通
安
全
運
動

の
推
進
。

▼ 
運
転
免
許
の
自
主
返
納
者
へ
の
交
通

費
支
援
の
継
続
。

▼ 

弟
子
屈
消
費
者
協
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
た
情
報
共
有
と
、
消
費
者
の

安
心
安
全
確
保
の
た
め
の
意
識
啓
発
に

よ
る
、消
費
者
行
政
の
推
進
。

▼ 

空
き
家
所
有
者
な
ど
へ
の
適
切
な
管

理
の
周
知
と
除
却
へ
の
対
応
の
継
続
。

▼ 

長
期
間
の
停
電
な
ど
の
経
験
か
ら
、
非

常
時
の
各
種
施
設
な
ど
の
電
力
・
電
源

対
策
の
強
化
。

▼ 

災
害
な
ど
へ
の
防
災
、
減
災
対
策
の
継

続
。

学
校
教
育
の
充
実

▼ 

ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
深
め

る
体
験
活
動
に
よ
る
学
習
の
推
進
。

▼ 

子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
利
用
な
ど
、
望

ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
の
推
進
。

▼ 

地
域
社
会
と
連
携
を
深
め
、
特
色
あ
る

教
育
活
動
の
展
開
。

▼ 

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
、
就
学
児
童

生
徒
保
護
者
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
支
援
す
る
公

設
塾
の
開
設
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
生
徒
へ
の
各
種
支
援
を

継
続
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
存
続
問
題
へ
の
働
き
か

け
の
継
続
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

▼ 

地
域
の
人
材
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
機
会
を
提
供
し
、
主
体
的
な
学
習
活

動
を
支
援
。

▼ 

第
70
回
北
海
道
女
性
大
会
の
開
催
を

支
援
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼ 

文
化
・
体
育
関
係
団
体
と
の
連
携
や
、全

道
・
全
国
大
会
出
場
へ
の
助
成
の
継
続
。

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
の
た
め
の
環
境

整
備
を
推
進
。

▼ 

屈
斜
路
湖
オ
ー
プ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
大
会
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

文
化
財
や
郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承
活

動
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

ア
イ
ヌ
の
文
化
振
興
の
た
め
、
ア
イ
ヌ

民
俗
資
料
館
の
改
修
、
伝
統
的
な
歴
史

や
文
化
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発

活
動
の
推
進
。

人
材
育
成
・
人
づ
く
り
・
人
材
の
確
保

▼ 

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
人
材
と
し
て

活
動
中
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
へ

の
支
援
。

▼ 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
を
推

進
し
、
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
人
材
を

育
成
し
、若
い
世
代
の
定
住
化
を
推
進
。

▼ 

町
外
か
ら
の
移
住
促
進
と
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
就
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
。

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
・
交
流
活
動
支
援

▼ 

人
財
バ
ン
ク
制
度
活
用
に
よ
る
、
誰
も

が
活
躍
で
き
る
社
会
を
構
築
し
、
地
域

間
交
流
を
促
進
。

　

本
年
５
月
１
日
に
は
、
新
天
皇
の
ご
即

位
に
よ
っ
て
31
年
続
い
た
平
成
か
ら
新

た
な
元
号
に
変
わ
り
ま
す
。新
た
な
時
代

に
ま
ち
の
目
指
す
方
向
性
を
し
っ
か
り

と
見
据
え
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
各
施
策
を
着
実

に
実
施
し
「
豊
か
で
幸
せ
な
町
」
を
実
感
で

き
る
よ
う
、
全
力
で
町
政
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

人　
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

　

行
動
す
る
人
を
育
て
る

育　
豊
か
な
心
を
育
て
、

　

文
化
を
大
切
に
す
る

公　
誰
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

　

加
す
る
こ
と
が
で
き
る

ＪＲ釧網本線の存続ため、沿線自治体・北海道と連携し取り組む

地域に貢献する人材育成の推進（平成29年度の協力隊報告会での様子）

子どもたちがここで暮らしたいと思えるまちに

と
も
に
汗
を
か
き
進
め
る
ま
ち
づ

く
り

▼ 

多
く
の
町
民
や
企
業
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
よ
う
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

南
弟
子
屈
地
域
が
活
性
化
し
、
地
域
が

自
立
し
稼
げ
る
具
体
的
な
取
り
組
み

の
実
施
。

▼ 

経
済
政
策
課
題
解
決
の
た
め
、
実
務
経

験
者
に
よ
る
政
策
相
談
業
務
を
継
続
。

時
代
に
即
し
、
透
明
性
の
高
い
行

政
運
営

▼ 

広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
充
実
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し

た
、町
民
向
け
の
情
報
提
供
の
充
実
。

▼ 
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

町
政
懇
談
会
、
自
治
会
総
会
な
ど
に
よ

る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
の
収
集
と

町
政
運
営
へ
の
反
映
。

的
確
で
効
率
的
な
行
政
運
営

▼ 

さ
ま
ざ
ま
な

研
修
制
度
活

用
に
よ
る
職

員
の
能
力
、資

　

質
の
向
上
。

▼ 

職
員
人
事
評

価
制
度
の
推

進
に
よ
る
人

材
育
成
。

▼ 

町
税
の
、
各

種
滞
納
処
分
の
強
化
啓
蒙
活
動
実
施

に
よ
る
税
収
の
確
保
。

▼ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的
な
推
進
と
、

特
産
品
返
礼
に
よ
る
地
域
内
経
済
の

好
循
環
の
確
立
。

職員間での情報共有も

地
域
福
祉
の
充
実

▼ 

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
強
化
と

福
祉
環
境
の
整
備
や
人
材
育
成
の
推

進
。

▼ 
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
加
入
促
進
。

▼ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る

ケ
ア
の
充
実
。

▼ 

障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉
の
充
実
の

た
め
地
域
の
支
え
合
い
の
強
化
、
社
会

参
加
へ
の
支
援
、生
活
基
盤
の
充
実
。

▼ 

子
育
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
支
援
の
た
め
の「（
仮
称
）子
育
て

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」の
配
布
。

▼ 

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
関
係
機
関
と
連
携
し
た
療
育
支
援

の
継
続
。

子
育
て
支
援

▼ 

出
産
・
育
児
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す

る
た
め
の
、
産
前
・
産
後
ケ
ア
事
業
を

実
施
。

▼ 

妊
婦
健
診
時
の
通
院
費
を
助
成
す
る

妊
産
婦
安
心
出
産
支
援
事
業
の
実
施
。

▼ 

赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
券
交
付
事

業
の
継
続
。

▼ 

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
の
開
園
と

適
切
な
運
営
の
実
施
。

▼ 

認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
者
負
担
へ
の

助
成
と
、低
所
得
者
へ
の
支
援
。

▼
保
育
教
諭
な
ど
の
処
遇
改
善
の
実
施
。

▼ 

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
課
題
を
抱
え
る

ふるさとを知る体験活動を推進
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平
成
か
ら
新
た
な
時
代
を
迎
え
よ
う

と
す
る
中
、
国
は
今
、
教
育
の
大
き
な
転

換
点
を
迎
え
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術

の
活
用
、
教
育
の
無
償
化
・
負
担
軽
減
の

推
進
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
、
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
を
は
じ
め
、

生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
を
掲
げ
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
一

層
の
横
断
的
・
総
合
的
な
教
育
行
政
を
展

開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。特
に
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
地

域
社
会
が
子
ど
も
と
寄
り
添
い
、
子
ど
も

の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
で
、
ぬ
く

も
り
の
あ
る
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
「
弟
子
屈
町
教
育
の
め
ざ
す

平成31年度教育行政方針

教育長　小　林　俊　夫

姿
」を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と

や
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が

ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
抜
く
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
地
域
と
学

校
が
連
携
・
協
働
し
て
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
必
要
な
知
識
と
技
能
を
身
に

付
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
全
て
の

町
民
が
継
続
し
て
学
習
や
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
す
。

▼ 

総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
示
さ
れ
る

教
育
大
綱
に
基
づ
く
各
種
事
務
事
業

の
展
開
と
計
画
的
な
教
育
の
推
進
。

▼ 

各
種
文
教
施
設
の
今
後
の
在
り
方
の

検
討
。

▼ 

教
育
委
員
コ
ラ
ム
の
充
実
や
「
移
動
教

育
委
員
会
」の
複
数
開
催
。

▼
社
会
教
育
事
業
の
参
観
拡
大
。

▼ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
。

▼ 

各
学
校
に
お
け
る
新
学
習
指
導
要
領

の
全
面
実
施
に
向
け
た
教
育
の
質
の

向
上
。

▼ 

教
育
委
員
会
と
し
て
、
教
職
員
間
の
連

携
を
一
層
充
実
さ
せ
「
チ
ー
ム
学
校
」

と
し
て
の
学
校
づ
く
り
を
支
援
。

▼ 

小
学
３
・
４
年
生
で
使
用
す
る
社
会
科

副
読
本「
て
し
か
が
」の
再
編
集
。

▼ 

小
・
中
学
校
で
導
入
さ
れ
る
各
教
科
の

教
科
書
採
択
に
向
け
た
取
り
組
み
。

１　

 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進

▼ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
便
り
な
ど
を

活
用
し
た
情
報
発
信
。

▼ 

弟
子
屈
小
・
中
学
校
、和
琴
・
美
留
和
・

奥
春
別
小
学
校
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
）の
推
進
。

▼
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
。

２　

学
習
指
導
の
充
実

▼ 

基
礎
・
基
本
の
定
着
と
活
用
す
る
力
を

伸
ば
す
学
習
指
導
の
充
実
。

▼ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、弟
子
屈
町

学
力
調
査
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
学

力
や
学
習
状
況
の
把
握
の
継
続
と
、
学

習
指
導
の
工
夫
・
改
善
。

▼ 

弟
子
屈
小
・
中
学
校
で
の
複
数
教
員
に

よ
る
少
人
数
指
導
の
実
施
。

▼ 

放
課
後
学
習
や
長
期
休
業
中
の
学
習

サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
の
継
続
。

▼ 

学
習
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
家
庭
学

習
や
読
書
活
動
の
推
進
。

▼ 

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
外
国
語
指

導
助
手
２
人
の
派
遣
を
継
続
し
、
授
業

の
充
実
を
推
進
。

 

３　

 「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
活

動
の
充
実

▼ 

各
学
校
に
お
け
る
道
徳
の
時
間
の
充

実
。

▼ 

鹿
児
島
県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
な
ど
の
実
施
。

▼ 「
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
一
学
校
一
運

動
」
を
推
進
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

踏
ま
え
た
、
い
じ
め
の
撲
滅
と
未
然
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼ 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
に
よ
る

学
校
相
談
体
制
の
充
実
。

４　

 

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
教

育
の
推
進

▼ 

地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
や
人
材
な

ど
を
十
分
に
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学

習
の
実
施
。

▼ 

各
学
校
で
取
り
組
む
特
色
あ
る
取
り

組
み
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

玉
川
学
園
と
の
連
携
に
よ
る
、小
・
中
学

生
、高
校
生
を
対
象
と
し
た「
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ（
英
語
合
宿
）」の
実

施
。

▼ 

北
海
道
教
育
大
学
と
の
相
互
協
力
に

係
る
、
教
育
実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど

の
継
続
。

５　

特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼ 

各
学
校
に
お
け
る
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
配
置
や
保
護
者
と
の
連
絡
体

制
の
整
備
に
よ
る
支
援
の
継
続
。

▼ 

特
別
支
援
担
当
教
員
の
専
門
性
の
向

上
を
図
る
研
修
の
実
施
。

▼ 

弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会
議

を
中
心
と
し
た
情
報
共
有
と
、
支
援
体

制
の
充
実
に
向
け
た
連
携
強
化
。

６　

 

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

の
充
実

▼ 「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」を
は
じ

め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の

使
用
に
関
す
る
望
ま
し
い
生
活
習
慣

の
確
立
。

▼ 

各
学
校
に
お
け
る
体
育
授
業
の
充
実

な
ど
、
運
動
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の

推
進
。

▼ 

教
育
委
員
会
に
よ
る
小
中
学
生
対
象

の
思
春
期
講
座
の
実
施
。

▼ 

火
災
や
地
震
に
備
え
た
防
災
訓
練
、
警

察
と
連
携
し
た
防
犯
教
室
な
ど
に
よ

る
、
教
師
の
危
機
管
理
意
識
と
児
童
生

徒
の
危
機
回
避
能
力
の
向
上
。

▼ 

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
や
子
ど
も
１
１

　

 

０
番
の
家
な
ど
、地
域
や
関
係
機
関
・
団

体
と
の
協
力
に
よ
る
安
全
対
策
の
実

施
。

７　

教
員
の
資
質
向
上

▼ 

町
教
育
研
究
所
に
お
け
る
研
究
活
動

の
推
進
。

▼ 

北
海
道
教
育
庁
釧
路
教
育
局
と
の
連

携
に
よ
る
各
種
研
修
会
へ
の
積
極
的

な
参
加
の
促
進
。

▼ 

研
究
指
定
校
の
取
り
組
み
、
自
主
公
開

研
究
会
開
催
な
ど
に
よ
る
各
学
校
の

校
内
研
修
の
充
実
と
、
教
職
員
の
実
践

的
な
指
導
力
の
向
上
。

▼ 

北
海
道
教
育
員
会
に
よ
る
「
小
学
校
外

国
語
活
動
」
巡
回
指
導
員
を
配
置
し
、

教
員
の
授
業
実
践
力
の
向
上
を
推
進
。

▼ 

玉
川
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
小
学
校

教
員
の
英
語
指
導
力
向
上
の
た
め
の

講
座
の
開
設
。

８　

 

就
学
児
童
生
徒
保
護
者
へ
の

支
援

▼ 

生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
就
学
援
助
の

の
継
続
。

▼ 

全
て
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
用
品

費
の
負
担
軽
減
を
継
続
。

９　

 

幼
稚
園
教
育
の
充
実

▼ 

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
と
の
連
携

を
継
続
し
、
小
学
校
低
学
年
と
の
交
流

な
ど
を
推
進
。

10　

 

高
等
学
校
教
育
支
援
な
ど
の

充
実

▼ 

長
期
休
業
期
間
中
に
大
学
進
学
な
ど

を
支
援
す
る「
公
設
塾
」を
開
設
。

▼
町
内
小
中
学
校
と
の
連
携
の
継
続
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
生
徒
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
助
成
の
継
続
。

▼ 

町
内
外
か
ら
公
共
交
通
機
関
で
通
学

し
て
い
る
弟
子
屈
高
校
生
徒
の
通
学

費
の
全
額
助
成
。

火災や災害に備えた防災訓練を継続的に実施

地域と連携したさまざまな体験を実施

鹿児島県日置市との姉妹都市交流
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▼ 

町
民
の
生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
支
援

し
、
相
互
の
つ
な
が
り
を
促
進
す
る
た

め
、
第
７
次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期

計
画
で
示
さ
れ
る
各
種
事
業
を
積
極

的
に
推
進
す
る
。

１　

 

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
と
社

会
教
育
の
振
興

▼ 

弟
子
屈
高
校
な
ど
と
連
携
し
た
専
門

的
な
講
座
や
時
代
に
即
し
た
生
涯
学

習
講
演
会
な
ど
の
開
催
に
よ
る
学
習

機
会
の
充
実
。

▼ 

弟
子
屈
町
教
育
支
援
活
動
運
営
委
員

会
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
、
家
庭
教
育

支
援
活
動
の
継
続
。

▼ 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
へ
の
支

援
、
町
の
地
域
資
源
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と

教
室
な
ど
、
郷
土
愛
を
醸
成
し
て
い
く

取
り
組
み
の
推
進
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
の
「
地
域
貢
献
活
動
」
へ

の
支
援
。

▼ 

成
人
や
高
齢
者
の
学
習
活
動
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学

習
内
容
の
充
実
。

▼ 

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
紙
に

よ
る
積
極
的
な
広
報
活
動
の
推
進
。

▼ 

第
70
回
北
海
道
女
性
大
会
の
開
催
を

支
援
。

２　

 

公
民
館
、図
書
館
活
動
の
充
実

▼ 

公
民
館
を
核
と
し
た
潤
い
あ
る
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
。

▼ 

地
域
の
貴
重
な
人
材
を
活
用
し
た
幅

広
い
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
、
多
様
な

学
習
機
会
の
提
供
。

 

▼ 

松
浦
武
四
郎
記
念
館
か
ら
講
師
を
招

き
、特
別
講
演
の
実
施
。

▼ 

町
民
の
交
流
を
深
め
る
「
公
民
館
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、
学
習
の
成
果
を
発

表
す
る「
公
民
館
ロ
ビ
ー
展
」の
開
催
。

▼ 

図
書
館
の
図
書
の
充
実
と
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検
索
や
予
約
サ

ー
ビ
ス
、
町
広
報
紙
な
ど
を
利
用
し
た

情
報
提
供
な
ど
の
推
進
。

▼ 

図
書
館
開
館
30
周
年
を
記
念
し
た
講

演
会
な
ど
の
実
施
。

▼ 

移
動
図
書
館
バ
ス
の
活
用
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、

「
第
２
次
弟
子
屈
町
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
」
の
着
実
な
実
行
な
ど
、
子

ど
も
が
読
書
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
。

３　

 

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
と

振
興

▼ 

弟
子
屈
町
文
化
協
会
の
活
動
や
、
弟
子

屈
町
総
合
文
化
祭
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼ 

芸
術
鑑
賞
バ
ス
運
行
事
業
の
継
続
に

よ
る
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機

会
の
充
実
。

▼ 

各
小
学
校
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園
な
ど

と
の
連
携
に
よ
る
幼
児
、
児
童
芸
術
鑑

賞
会
の
継
続
開
催
。

▼ 

文
化
振
興
助
成
制
度
に
よ
る
全
道
・
全

国
大
会
へ
の
参
加
支
援
の
継
続
。

４　

文
化
財
保
護
な
ど
の
活
動
推
進

▼ 

貴
重
な
文
化
財
の
保
護
・
保
全
・
伝
承

の
取
り
組
み
。

▼ 

縄
文
遺
跡
に
係
る
北
海
道
縄
文
の
ま

ち
連
絡
会
と
の
連
携
事
業
の
継
続
。

▼ 

屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館

▼ 

ふ
る
さ
と
学
習
「
弟
子
屈
探
究
」
や
弟

子
屈
高
校
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
支
援
の
継

続
。

▼ 

地
域
に
根
差
し
た
魅
力
あ
る
高
校
づ

く
り
へ
の
支
援
。

11　

小
中
高
等
学
校
連
携
の
促
進

▼ 
小
中
高
連
携
校
長
会
議
や
連
携
教
頭

会
議
に
お
け
る
情
報
共
有
や
意
見
交

換
に
よ
る
連
携
促
進
。

▼ 

本
町
の
特
色
を
活
か
し
、
小
中
高
12
年

間
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
。

▼ 

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
連
携
に
よ
る
文

化
交
流
を
推
進
。

12　

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

▼ 

学
校
図
書
や
学
習
教
材
の
充
実
。

▼ 

複
式
学
級
を
対
象
と
し
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
。

▼ 

各
学
校
の
維
持
管
理
、
修
繕
や
各
種
備

品
購
入
な
ど
の
計
画
的
な
推
進
。

▼ 

弟
子
屈
、
川
湯
小
学
校
で
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
設
。

13　

学
校
給
食
の
充
実

 

▼ 

安
全
で
お
い
し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
の
提
供
。

▼ 

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
く

衛
生
・
安
全
管
理
の
徹
底
。

▼ 

地
場
産
品
の
活
用
に
よ
る
、
献
立
の
工

夫
・
改
善
。

▼ 

伝
統
行
事
と
結
び
つ
い
た
食
文
化
の

の
設
備
の
改
修
。

▼ 

ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
学
芸
員
に
よ
る
講
座
の
開
設
。

▼ 

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
と
の
協
働
に
よ

る
郷
土
資
料
の
保
存
・
整
理
、展
示
・
解

説
な
ど
の
取
り
組
み
。

５　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼ 

町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
心
身
が
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
の
推
進
。

▼ 

弟
子
屈
町
体
育
協
会
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
へ
の
支
援
。

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
指
導
員
の
資

質
向
上
を
促
進
。

▼ 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
、
学
校
施
設
開

放
事
業
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
の
充
実
。

▼ 

屈
斜
路
湖
オ
ー
プ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
大
会
の
開
催
支
援
。

▼ 

桜
丘
森
林
公
園
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
の
改
良
整
備
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
誘
致
活
動
の
推
進
。

▼ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ

る
全
道
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
支
援
。

６　

社
会
教
育
施
設
な
ど
の
充
実

▼ 

社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
。

▼ 

施
設
職
員
の
資
質
向
上
へ
の
取
り
組

み
。

▼ 

青
少
年
会
館
、
川
湯
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、町
民
テ
ニ
ス
場
の
廃
止
。

　

教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
大
事

な
節
目
の
時
期
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
豊
か
な
心
を
も
っ
て
生
き
生

き
と
学
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
心
身
と
も

に
健
康
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

弟子屈高校のふるさと学習「弟子屈探究」を支援

弟子屈高校の生徒を対象に公設塾を開設し、大学進学を支援

豊
か
さ
を
知
る
機
会
の
提
供
。

▼ 

栄
養
教
諭
の
食
育
指
導
な
ど
に
よ
る

食
に
対
す
る
理
解
と
望
ま
し
い
食
習

慣
の
育
成
。

▼
地
産
地
消
に
対
す
る
助
成
の
継
続
。

▼ 

弟
子
屈
高
校
生
徒
へ
の
給
食
の
提
供

に
関
す
る
意
向
調
査
の
実
施
。

図書館が開館して30年に

安心でおいしい給食と地場産の牛乳で乾杯さまざまなスポーツを通して健康で明るい生活を（キンボール）

図書館で開催された「ぬいぐるみお泊まり会」

日本水泳連盟認定サーキットシリーズになる屈斜路ＯＰＷＳ
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務費は前年度比28.2％の増で、主にふ

るさと納税に対する返礼品などの経

費によるものです。衛生費は前年度比27.2％

の増で、摩周厚生病院医療機器更新や浄化槽

設置費の補助事業によるものです。商工費は

前年度比23.2％の減で、エネルギー地産地消

事業化モデル支援事業や文化センター改修事

業によるものです。土木費は前年度比10.3％

の減で、公営住宅建替事業によるものです。

総

入の内訳では、町税や分担金および負担

金などの自主財源は197,034万円（構成比

25.1％、前年比8.5％増）、地方交付税や国・道支

出金、町債などの依存財源は586,466万円（構成比

74.9％、前年比2.6％減）となっています。自主財源

が歳入総額に占める割合が高いほど財政の自主

性と安定性が確保されますが、本町においては国

などへの依存財源の割合が非常に高く、本町財政

の安定は国の考え方に大きく左右されることに

なります。

歳

平成31年度弟子屈町当初予算が成立しました。

予算の概要や基金、町債の現状などをお知らせします。

平成31年度

弟子屈町　予算の概要

特別会計予算

一般会計予算

歳出

基金の（町の貯金）残高の推移

0

1 億

2 億

3億

4億

5億

6億 ５億9,200万円

1,600万円

５億800万円
４億3,500万円

１億9,400万円 １億6,700万円

29年度末 30年度（予算） 31年度（予算）

財政調整基金 その他基金 繰入金

町債残高（一般会計）

0 120億60億

29年度

30年度

31年度 109億6,900万円

118億7,100万円

114億7,800万円

町債残高（平成31年度特別会計）

0 17億10億5億

温泉事業

下水道事業

水道事業（企業）

7,800万円

16億6,900万円

8億3,100万円

一般会計予算

歳入

・予算に関するお問い合わせ先
役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）まで

歳入総額

78億3,500万円

　　地方交付税

       364,000万円

　　　　　【46.5%】

　　　町積

   74,590万円

　　　【9.5%】

　国庫支出金
 62,728万円
　　【8.0%】

　道支出金
 52,766万円
　【6.7%】

その他

　　　　町税

    90,415万円

　　【11.6%】

諸収入

26,675万円
　  【3.4％】

使用料および手数料

20,291万円　【2.6％】

分担金および負担金

16,742万円　【2.1％】

その他

75,293万円　【9.6％】

依
存
財
源

自
主

財
源

□その他内訳

　▼自主財源　　42,911万円

▼依存財源　　32,382万円

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

3,201万円

20,001万円

16,709万円

3,000万円

12,720万円

130万円

100万円

11万円

15,600万円

280万円

1,900万円

1,524万円

117万円

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
温泉事業特別会計
下水道事業特別会計
水道事業特別会計

99,017万円
90,054万円
11,888万円
7,185万円
32,939万円
32,890万円

3.9%
△3.2%
△4.7%
1.2%
△5.7%
2.5%

会計名 予算額 増減率

歳出総額

78億3,500万円

民生費

   153,640万円

　　　【19.6%】

公債費

132,304万円

　　【16.9%】

土木費

 111,258万円

　　【14.2%】

　 給与費

86,485万円

　　【11.1%】

　　　衛生費

62,341万円
　【8.0%】

総務費

55,630万円
【7.1%】

農林水産業費

45,624万円　【5.8％】

商工費

41,027万円　【5.2％】

消防費

36,178万円　【4.6％】

議会費

6,959万円　【0.9％】

その他

899万円　【0.1％】
□その他内訳 予備費

労働費
災害復旧費
諸支出金

700万円
197万円
1万円
1万円

 町の財政状況を詳しくお知らせす
るため、総務省が示した統一的な基
準に基づく財務諸表（貸借対照表、
行政コスト計算書、純資産変動計算
書、資金収支計算書）
を作成しています。
 内容については町
公式ウェブサイトや
役場まちづくり政策
課で閲覧できます。

教育費
51,155万円
【6.5%】

74.9％

25.1％

（見込み）

（見込み）
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企業振興促進条例
①　企業振興促進制度
　町内の企業振興を促進するため、町内に事業場を新設、または増設する方に対し、助成や固定資産税の課税免除を
行う制度です。
　対象となるのは、工場や宿泊施設など18事業場です。
　また、新設・増設に加え、事業場の移転や、事業場を移転した上で業種を転換する場合も対象となります。

例）　飲食店を新設・増設・移転または他の業種から飲食店に転業する場合

飲食店 対象要件
投資額 新規雇用者 助成額

500万円以上 ２人以上新設 投資額の３％以内、上限200万円
150万円以上増設 投資額の３％以内、上限 30万円
 50万円以上移転または転業 投資額の３％以内、上限 20万円

（注） その他の業種の事業場については、町公式ウェブサイトをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。
※投資額／事業場の建物および営業用設備の取得額。
※新規雇用者／事業者が新規に雇用する、本町に住民登録をしている方か、住民登録を予定している方。

②　新規雇用支援
　本町に住民登録をしている方か、住民登録をする予定の方を雇用する事業者に対し、その賃金の一部を１年間補助
します。

対象事業者
（次の全てに該当すること）

対象となる新規雇用者
（次の全てに該当すること）

利用回数
および人数

補助金額
（月額）

 弟子屈町に住所を有する方を積極
的、かつ継続的に雇用する意思が
ある事業者
町が出資していない事業者
町税などを滞納していない事業者
 雇用保険に加入している、または
加入する事業者
 過去１年間に事業主の事由による
退職者がいない事業者

 雇用保険に加入し、1年を超え
て雇用される方
 当該事業者（法人、その他の団体
では、その役員）の３親等以内の
親族でない方

１事業所につき
１回、かつ新規
雇用者２人まで

１人かつ１カ月に
につき、支払った
月額賃金の10分の
３の額とし、３万
円を限度とする。

③　空き店舗の活用促進
　空き店舗を活用して事業を行う方に、賃借料や改築費を補助します。対象となる空き店舗は、賃貸借契約を締結す
る際に事業が行われていない店舗および事業用に使用していた家屋などで、次に該当する場合です。

申請者
（次の全てに該当すること）

賃貸借契約の相手方
（次の全てに該当しないこと）

新たに開業する方
 空き店舗を活用して積極的、かつ継続
的に事業を営む意思のある方
 町が出資していない法人やその他の
団体
町税などを滞納していない方
この補助を使用したことがない方

▼補助対象者が個人の場合
補助対象者の３親等以内の親族。
補助対象者が役員の法人。
補助対象者の３親等以内の親族が役員の法人。

▼補助対象者が法人の場合
補助対象者の役員、または当該役員の３親等以内の親族。
補助対象者の同族会社。
補助対象者の同族会社の役員または当該役員の３親等以内の親族。

　 ▼補助金の額　賃借料補助金
　　　　　　　　　補助期間／２年間
　　　　　　　　　補助金額／営業開始１年目　月額賃借料の３分の２以内で限度額５万円
　　　　　　　　　　　　　　営業開始２年目　月額賃借料の３分の１以内で限度額２万5,000円
　　　　　　　　改築費補助金
　　　　　　　　　補助対象費／空き店舗の営業に係る部分の改築・改装および営業用設備設置費用
　　　　　　　　　補助金額／改築費用の２分の１以内とし、上限額100万円

問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

中小企業振興条例
④　融資
　本町の中小企業や協同組合などの経営の合理化と経済的地位の向上、事業運営の基礎となる金融の円滑化のため、
貸し付けを行っています。

　 ▼対象
　中小企業等協同組合法による協同組合
　町内に独立した事業所や店舗を有して事業を行い、事業が北海道信用保証協会の保証対象業種の方
　町税などを滞納していない方

貸付金の
種類

貸付限度額
個人 法人

  600万円以内   600万円以内運転資金
1,500万円以内 1,500万円以内設備資金

※ 申し込み方法／金融機関・北海道信用保証協会の所定の借入申込書に必要書類を添付し、弟子屈町商工会に提出。町を経て金融機関に申し
込みます。
※償還方法／割賦償還か一時償還で、運転資金は６カ月以内、設備資金は12カ月以内の据え置き期間を置くことができます。

償還期間
個人 法人

５年以内 ５年以内
10年以内 10年以内

貸付金の用途

経営合理化に充てるもの
設備の近代化・合理化に充てるもの

弟子屈町インバウンド推進事業対策補助金
　町では、訪日外国人観光客受け入れ体制の充実を図るため、町内事業者の方が行う外国人観光客受け入れ対策に係
る経費の一部を補助しています。受け入れ対策をお考えの方は、下記までお問い合わせください。

▼補助対象経費
　外国語標記による施設のパンフレット類、ホームページ作成や案内板などの作製、生活習慣の相違に対応するた　
めの必要な資材の整備など外国人観光客の誘致に関する経費

▼補助の種類と補助率
　直接補助で補助対象経費の２分の１以内（上限10万円）

▼補助対象者
　町内に事業所を有する法人、町内に住所を有する個人事業主のうち、町税を滞納していない観光関連事業者で、平
　成30年度において、本事業を利用していない事業者
　　※2020年３月31日㈫までに補助対象事業を完了する必要があります。

▼受付け期間
　随時受付けしています。先着順で、予算に達し次第、受付けを終了します。

▼応募方法
　補助金等交付申請書と事業の契約内容、事業内容の分かる書類などが必要になります。

生産性向上特別措置法に基づく固定資産税の特例
⑤　導入設備の課税免除
　本町に事業所を有する中小企業者が、本町の導入基本計画に基づく先端設備等計画を策定し、町の認定を受けた上
で先端設備を導入した場合、導入した設備に対する固定資産税（償却資産）が最長３年間免除されます。
　また、固定資産税の特例の対象とならない事業者であっても、計画の認定を受けることにより、国の補助事業の優
先採択の対象となる場合があります。
　詳しくは、町のホームページ(http://www.town.tehsikaga.hokkaido.jp/04kankou/05sangyou/seisansei_kojyo.html)
または、役場観光商工課商工振興係にお問い合わせください。

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）
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えこまち通信

過疎地の子ども達や障がい者の方々に贈る
芸術鑑賞及び体験プロジェクト

アート＆アド部会

　てしかがえこまち推進協議会のアート＆アド部会(今井善昭部会長)と弟子屈ロータリークラブ(清水智樹会長)が
共同事業として、町内の全校児童・生徒が50人に満たない学校を対象に芸術文化にふれあう機会を作ろうと、「過疎地
の子ども達や障がい者の方々に贈る芸術鑑賞及び体験プロジェクト」を開催しました。
　全国から文化パフォーマーや芸術家を招き、２月12日には摩周丘幼稚園・おひさま保育園でワークショップを開
催、川湯の森病院へ慰問しました。
　13日～15日にはアートイン極寒藝術伝染装置に川湯小、川湯中、奥春別小、美留和小、川湯保育園の児童生徒を招
き、雪杜野外美術館の見学、インドネシア伝統芸能鑑賞体験、書のパフォーマンス観賞や体験、大きな絵を描く体験、
ライブPAINTINGの鑑賞などを行いました。
　園児や児童・生徒たちは芸術文化を直に体験し、新たな驚きと楽しさを発見していました。

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

川湯保育園の園児と粘土でオブジェ作り体験

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　３月11日現在、「空き家バンク」で募集している空き家物件は８
件（賃貸１件・売買７件）。今月はそのうちの「登録番号27物件」を紹
介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月はそのうちの、団体登録番号２「摩周サッカースポーツ少
年団を紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ウェブサイトに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html
空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 27

▼場所／高栄３丁目441番１・16

▼  建物／木造２階建て

　　　　６ＬＤＫ

▼建築年／1979（昭和54）年

▼価格／300万円

人財バンク
団体登録番号２

▼氏名／摩周サッカースポーツ少年団

▼  分野／学術・文化・芸術・スポーツ

▼  ＰＲ／サッカーを通じ、

勝利のために努力するこ

とや、より高度な技術、フ

ェアプレー精神と周囲へ

の感謝の念を持って活動することを目的とし

ています。※中学生は「ＦＣ　ＩＮＦＩＮＩＴ

Ｙ」（釧路北部・釧路管内の中学生）として活動

しています。

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの
すすめ

弟子屈町では、
ごみの不法投棄やポイ捨てから
自然環境を守り引き継いでいくため、
自然の番人宣言を行っています。

　地域の清掃活動や道路などの公共の場所をボランティアで
清掃して出た、ごみは無料で処理することができます。
　また、清掃活動に必要なごみ袋の配布も行っています。

★事前に申請の手続きが必要になります★

申請対象／自治会・ボランティアで清掃を行う団体・企業

申請時期／随時

申請方法／ 役場環境生活課窓口・川湯支所窓口までお越しく
ださい。

ごみ袋の配布／申請後に必要な枚数をお配りします。

　※詳しくはお問い合わせください。

清掃活動の際などぜひご利用を！

５月～６月は、美留和処理場は無休です

美留和処理場は、５月～６月の日曜日は、休ま
ず営業します。
♦営業時間

　平日　月曜～金曜日（祝祭日を含む）
　　　　９時～16時まで
　土曜日・第２・４日曜日
　　※５月～６月は全ての日曜日
　　　　９時～正午まで

町民みんなが自然の番人

　自然の番人の取り組みの一環として、2006年から、道路に捨てられている空き缶やごみなどを、ウオーキング
を楽しみながら回収する「摩周湖クリーンウォーク」を行ってきました。
　当初1,600㎏回収していたごみも2018年では220㎏まで減少するなど大きな成果をあげ、この取り組みを終える
こととなりました。たくさんのご参加・ご協力ありがとうございました。

今後も引き続き、町民みんなが自然の番人となって、私たちの町をきれいにしましょう!!

ごみ処理手数料「無料」・ごみ袋の配布

川湯の森病院では、パフォーマンスを披露 児童たちは、鳥獣戯画の制作を体験

ワカサギの捕獲体験・採卵見学の参加者を募集します！
　町では、新たな産業の創出や地域経済の活性化を目指し、屈斜路湖で確認されている豊富な水産動植物などの
資源を活かし、漁業協同組合の設立を目指しています。
　そこで今回は、北海道の許可を得て、屈斜路湖や河川に生息するワカサギ
の親漁量などの調査・試験のため、ワカサギの捕獲体験や採卵の見学を実施
します。
　開催時期は５月中旬以降の予定となりますが、参加要件をご確認のうえ、
ぜひ参加ください。

▼参加要件／①町民の方　②漁業に興味のある方
　　　　　　③将来、漁業をやりたい方

▼募集期間 ／４月５日㈮～24日㈬

▼募集人数／20人（先着順で人数に達した時点で募集を終了します）

※ 申し込みの方法や内容の詳細については、担当課までお問い合わせくださ
い。

新たな産業の創出と漁業組合設立を目指して！

問い合わせ先／役場農林課水産係☎４８２‐２９３６（課直通）

ワ
カ
サ
ギ
の
捕
獲
の
様
子

捕
獲
し
た
ワ
カ
サ
ギ
の
採
卵
作
業
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第第4444回児童生徒回児童生徒
読書感想文コンクール読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
小
学
校
５
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

後
悔
し
な
い
で
言
え
た
ら

　

弟
子
屈
小
学
校　

浜
崎　

乃
々
菓 

さ
ん

　

自
分
が
後
悔
し
な

い
で
、
言
い
た
い
こ

と
を
言
え
る
日
は
、

い
つ
来
る
の
で
し
ょ

う
か
。私
は
、
こ
の

「
初
恋
の
絵
本
」と
い
う
本
を
読
ん
で
、人
そ
れ

ぞ
れ
言
い
た
か
っ
た
こ
と
が
言
え
な
く
て
後

悔
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。私

も
き
っ
と
た
く
さ
ん
の
後
悔
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
お
話
は
、美
術
部
副
部
長
の
美
桜
と
映

研
の
ス
タ
ー
春
輝
が
、言
い
た
か
っ
た
こ
と
を

伝
え
ら
れ
ず
後
悔
し
ま
す
。そ
し
て
、春
輝
は
、

後
悔
し
た
ま
ま
何
も
言
え
ず
に
高
校
を
卒
業

し
、
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。七
年

後
に
再
会
し
た
時
、初
め
て
後
悔
せ
ず
に
自
分

の
気
持
ち
を
素
直
に
言
え
た
の
で
す
。二
人
に

は
、
様
々
な
後
悔
が
あ
り
ま
し
た
。中
で
も
美

桜
は
、引
っ
こ
み
思
案
な
性
格
で
春
輝
の
じ
ゃ

ま
を
し
て
は
い
け
な
い
と
自
分
の
想
い
を
言

い
出
せ
な
い
で
い
ま
し
た
。私
は
、
自
分
が
美

桜
と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。私
は
、
決
し
て

引
っ
こ
み
思
案
な
性
格
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
も
自
分
の
気
持
ち
を
言
え
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
自
分
が
と
て
も
い

や
で
し
た
。美
桜
の
気
持
ち
も
、
私
と
同
じ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。い
つ
も
相
手
の
話

ば
か
り
聞
き
、自
分
の
気
持
ち
を
ひ
そ
め
て
き

た
の
は
、が
ん
ば
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
じ
ゃ

ま
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
美
桜
の
や
さ
し

さ
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
ん
な
美
桜
を

変
え
た
の
は
、二
人
の
友
人
と
の
楽
し
か
っ
た

体
験
や
話
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、自
分
の
気
持

ち
を
言
い
出
せ
た
こ
と
で
後
悔
せ
ず
に
思
い

を
あ
り
の
ま
ま
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
し

ょ
う
。

　

私
は
、自
分
が
言
え
な
い
こ
と
が
あ
る
と
す

ぐ
に
不
機
嫌
に
な
っ
て
人
に
当
た
っ
て
し
ま

い
ま
す
。で
も
美
桜
は
気
に
入
ら
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、人
を
責
め
る
ひ
き
ょ
う
な
こ
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
何
か
を
た
の

ま
れ
た
時
に
、
美
桜
は
、
や
り
た
く
な
い
の
に

や
る
と
い
う
や
さ
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。私

は
、こ
ん
な
や
さ
し
さ
を
し
て
ま
で
自
分
の
気

持
ち
を
お
し
こ
ろ
し
て
い
る
の
は
ま
ち
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。美
桜

は
、自
分
の
気
持
ち
を
同
じ
よ
う
に
伝
え
ら
れ

な
い
で
い
る
人
が
他
に
も
い
る
と
思
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。自
分
の
他
に
も
苦
し

ん
で
い
る
人
や
つ
ら
い
人
、後
悔
し
て
い
る
人

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
必
死
に
生
き
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
対
し
て
思
い
や
り
を
も
っ

て
、そ
れ
が
ど
れ
だ
け
気
持
ち
が
い
い
も
の
で

あ
る
か
、そ
の
行
為
に
よ
っ
て
ど
ん
な
ふ
う
に

人
が
感
じ
る
の
か
を
い
っ
ぱ
い
体
験
し
て
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の

後
悔
も
人
の
後
悔
と
同
じ
よ
う
に
受
け
止
め

る
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
私
は
、
美
桜
に
は
、
反
対
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。確
か
に
人
そ
れ
ぞ
れ
、後
悔
、悲
し

み
、
つ
ら
さ
を
も
っ
て
い
る
け
ど
、
私
は
自
分

が
言
い
た
い
こ
と
を
お
し
こ
ん
で
、ず
っ
と
後

悔
し
た
ま
ま
だ
と
自
分
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う

と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
後
悔
せ
ず
に
言
い
た
い

こ
と
を
言
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
後
悔
し
な
い
で
自
分
の
気
持
ち
を
相

手
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。も
し
、
相
手
が
き
ず

つ
き
そ
う
な
こ
と
は
言
わ
ず
、美
桜
の
よ
う
に

少
し
気
を
使
い
な
が
ら
、み
ん
な
が
後
悔
し
な

い
よ
う
に
小
さ
な
信
頼
を
一
つ
一
つ
積
み
重

ね
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

 

書
名

　

『
告
白
予
行
練
習　

初
恋
の
絵
本
』

藤
谷　

燈
子　

著

（
寸
評
）

　
「
後
悔
し
な
い
で
、
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る
日

は
、い
つ
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。」と
い
う
書
き
出
し

の
一
文
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。物
語
の
人
物
の

気
持
ち
を
想
像
す
る
だ
け
で
な
く
、自
分
の
経
験
や

考
え
を
絡
め
て
、ま
と
ま
り
の
あ
る
感
想
文
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。特
に
、最
後
の「
み
ん
な
が
後
悔
し
な

い
よ
う
に
小
さ
な
信
頼
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
い
う
文
章
に
，

乃
々
菓
さ
ん
の
力
強
さ
と
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
の
小
学
校
生
活
が
、
後
悔
の
な
い
、
楽
し
い
も

の
に
な
る
事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

■
小
学
校
６
年
生
の
部　

最
優
秀
賞

わ
た
し
獣
医
に
な
り
ま
す
に
出
会
っ
て

　
　

 

川
湯
小
学
校　

大
村　

紫
苑 

さ
ん

　

私
が
こ
の
本
を
選

ん
だ
き
っ
か
け
は
、

動
物
が
好
き
で
、
将

来
獣
医
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し

た
。そ
こ
で
、
動
物
が
出
て
く
る
お
話
し
を
探

し
て
い
た
ら
、
こ
の
本
に
出
会
い
、
読
ん
で
み

た
い
と
思
っ
て
選
び
ま
し
た
。

　

今
ま
で
何
冊
も
動
物
が
出
て
く
る
本
を
読

み
ま
し
た
が
、こ
の
お
話
は
自
分
が
本
当
に
体

験
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
引
き
こ
ま
れ
ま
し

た
。

　

私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
場
面
は
、主
人
公

の
シ
ュ
ー
コ
さ
ん
が
子
供
の
頃
か
ら
の
夢
を

か
な
え
て
、
ア
メ
リ
カ
ま
で
行
っ
て
、
本
当
に

獣
医
に
な
っ
た
と
い
う
場
面
で
す
。夢
を
か
な

え
る
た
め
に
は
と
て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
私
は
こ
の
場
面
を
読
ん
で
、
私
も
シ
ュ
ー

コ
さ
ん
の
様
に
努
力
し
な
が
ら
夢
が
か
な
え

ら
れ
る
様
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
あ
ら
す
じ
は
、シ
ュ
ー
コ
さ
ん
が

小
さ
い
頃
に
飼
っ
て
い
た
犬
の
『
エ
リ
カ
』
と

リ
ス
の
『
ク
ッ
ピ
ー
』
が
病
気
で
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

死
ん
で
し
ま
う
ま
で
病
気
に
気
付
け
な
か

っ
た
事
を
ず
っ
と
後
か
い
し
、こ
れ
か
ら
は
他

の
色
々
な
動
物
達
を
救
い
た
い
と
強
く
思
う

の
で
す
。そ
こ
で
獣
医
に
な
る
と
ち
か
っ
て
た

く
さ
ん
の
困
難
を
の
り
こ
え
て
夢
を
か
な
え

た
と
い
う
お
話
で
す
。

　

私
の
家
で
も
猫
を
飼
っ
て
い
ま
す
。今
は
元

気
で
す
が
、
昔
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
と

て
も
つ
ら
そ
う
で
し
た
。そ
の
時
私
は
、『
死
ん

で
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
』、『
私
に
出
来
る

事
は
な
い
の
か
な
』と
、
と
て
も
な
や
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。結
果
的
に
は
、
動
物
病
院
に
連

れ
て
行
っ
て
病
気
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、手
術

を
し
て
元
気
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
で
は
す
っ
か
り
元
気
に
な
り
、も
っ
と
長

生
き
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
と

同
時
に
、
他
の
家
で
飼
っ
て
い
る
動
物
も
、
も

し
病
気
で
苦
し
ん
で
い
た
ら
病
気
か
ら
救
い

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。そ
こ

か
ら
私
は
獣
医
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
気
持
ち
が
シ
ュ
ー
コ
さ
ん

と
同
じ
だ
っ
た
の
で
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

私
と
似
た
様
な
思
い
で
、た
く
さ
ん
努
力
し

て
、大
変
で
し
た
が
が
ん
ば
っ
て
獣
医
と
い
う

夢
を
か
な
え
る
事
が
出
来
て
い
た
の
で
、自
分

も
が
ん
ば
っ
て
努
力
す
れ
ば
夢
は
か
な
え
ら

れ
る
の
で
は
、と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
本
に
出
会
っ
て
、
今
ま
で
よ
り

も
っ
と
獣
医
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

夢
を
か
な
え
て
た
く
さ
ん
の
動
物
を
救
い

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
は
何

を
し
た
ら
良
い
の
か
、何
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
色
々
考
え
て
い
ま
す
。夢
を
か
な
え

る
た
め
に
こ
れ
か
ら
シ
ュ
ー
コ
さ
ん
を
見
習

っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
努
力
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

 

書
名

　
　

『
わ
た
し
、獣
医
に
な
り
ま
す
！
』

井
上　

夕
香　

著

（
寸
評
）

　

将
来
の
夢
と
繋
が
り
の
あ
る
本
を
た
く
さ
ん
読

ん
で
き
た
中
で
、こ
の
本
は
紫
苑
さ
ん
に
と
っ
て
特

別
な
一
冊
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。登
場
人
物
で

あ
る
「
シ
ュ
ー
コ
」
さ
ん
の
思
い
や
出
来
事
に
自
分

を
重
ね
な
が
ら
本
の
世
界
に
浸
る
だ
け
で
な
く
、自

分
の
今
後
に
向
け
た
勇
気
や
指
針
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。読
書
は
本
と
の
出
会

い
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
良
い
本
と

出
会
い
な
が
ら
、夢
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
を
応
援

し
た
く
な
る
、そ
ん
な
感
想
文
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
も
、来
月

以
降
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

児
童
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
平
成

30
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。
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　３月１日の弟子屈高校を皮切りに
町内小・中学校で卒業式、

幼稚園・保育園で卒園式が行われました
　今年の卒園児・卒業生は

幼稚園・保育園が47人、小学校56人、
中学校62人、高校37人です

　たくさんの保護者などが見守る中、
式を終えた卒業生は希望を胸に

思い出いっぱいの校舎を後にしました

※おひさま保育園、川湯保育園は
編集スケジュール上、

掲載できないことをご了承ください。

園で過ごしたたくさんの毎日を思い出して（3/17　摩周丘幼稚園｜第23回）

在校生に祝福され入場（3/20　川湯小学校｜第89回） 卒業生から記念品が（3/20　弟子屈小学校｜第119回）

共に過ごした仲間と一緒に（3/22　奥春別小学校｜第89回）

式歌斉唱（3/1　弟子屈高校｜第55回）

校長先生から卒業証書が（3/15　川湯中学校｜第72回）

今日まさに

巣立ちの時

３月の風に想いをのせて―

万感の思いで校歌を斉唱（3/15　弟子屈中学校｜第72回）

平成８年の開園から

20年以上にわり地域に愛された

摩周丘幼稚園（鈴木幸榮園長）が、

平成31年３月をもって閉園しました。

最後の卒園児は21人。

年少・年中さんのお友達や

保護者・先生たちに見守られ、

「さよならぼくたちの幼稚園」を合唱。

心温まる卒園式になりました。

全校生徒で最後の合唱

在校生にお別れのことば（3/22　和琴小学校｜第85回）

思わず涙が（3/15　弟子屈中学校｜第72回）19　広報てしかが 2019.4 広報てしかが 2019.4　18
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す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、
桜
が
待
ち

遠
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。４
月
か

ら
就
職
や
異
動
な
ど
環
境
が
変
わ
っ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
保
健
分
野
で
も
新
し
い
事
業
が

始
ま
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
新
生
児
聴
覚
検
査
料
助
成

　

町
で
は
、
新
生
児
聴
覚
検
査
を
受
け

る
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

子
ど
も
の
耳
の
異
常
を
早
期
発
見
・
早

期
治
療
す
る
た
め
に
、
検
査
に
係
る
費

用
を
助
成
し
ま
す
。弟
子
屈
町
に
住
所

を
有
す
る
、
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降

に
出
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
が
対
象
と
な
り

ま
す
。対
象
の
方
に
は
個
別
に
案
内
を

行
い
、
産
後
に
保
健
師
が
訪
問
す
る
際

に
手
続
き
を
行
い
ま
す
。詳
細
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３

　
５（
課
直
通
）ま
で
。

②
妊
産
婦
相
談
事
業

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
し
て
、専

門
家
に
24
時
間
相
談
で
き
る
体
制
が
で

き
ま
し
た
。ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
？
自
分
で
調
べ
て
も
、
な
か

な
か
解
決
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方

へ
。 保

健
分
野
で
の
新
し
い
事
業
を
紹
介
し
ま
す

保
健
分
野
で
の
新
し
い
事
業
を
紹
介
し
ま
す

佐
さ

々
さ

木
き

 亮
りょう

太
た

 ちゃん平
ひら

田
た

 琴
こと

子
こ

 ちゃん

　

助
産
師
や
看
護
師
が
個
別
で
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
ま
す
！
お
子
さ
ん
が
１
歳

に
な
る
ま
で
の
保
護
者
の
方
が
対
象
で

す
。詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

❑ 

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先
／
助
産
院

マ
タ
ニ
テ
ィ
ア
イ
（
住
所
／
釧
路
町

曙
１
‐
１
‐
14
）
☎
０
１
５
４


２
１
１
０
、
メ
ー
ル
は
、info@

m
a-i946.com

　

※ 
メ
ー
ル
は
す
ぐ
に
返
信
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

大化から平成まで

247ある元号。今では

信じられない理由で

元号が変わったな

ど、さまざまな角度

から元号について取

り上げています。

新しい元号に変わる

今だからこそ注目し

たい１冊です。

「 

Ｋ
Ｇ
Ｂ
ス
パ
イ
式
記
憶
術
」

デ
ニ
ス
・
ブ
ー
キ
ン
／
著

「 

妻
と
正
し
く
ケ
ン
カ
す
る
方
法
」

小
林　

美
智
子
／
著

「 

高
齢
者
の
手
あ
そ
び
・
指
あ
そ
び
＆
足
体
操
」

原
田　

律
子
／
編
著

「 「
お
菓
子
中
毒
」を
抜
け
出
す
方
法
」

白
澤　

卓
二
／
著

「 

園
児
＆
小
学
生
の
ス
モ
ッ
ク
・
エ
プ
ロ
ン
・

パ
ジ
ャ
マ
」

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
／
編

「 

最
高
の
１
枚
を
写
し
出
す
写
真
術
」

別
所　

隆
弘
／
著

「  

稚
心
を
去
る
」

栗
山　

英
樹
／
著

「 

逆
流
」

田
中　

経
一
／
著

「
風
と
行
く
者　

守
り
人
外
伝
」

上
橋　

菜
穂
子
／
作

「 

ネ
コ
ヅ
メ
の
よ
る
」

町
田　

尚
子
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

　藤井　青銅／著

☆ 

図
書
館
バ
ス
の
停
車
場
所
変

更
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
木
曜
日
に
町
内
を
巡
回
し
て
い
る
図

書
館
バ
ス
の
停
車
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
下
記
の
運
行
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。運
行
表
は
図
書
館
窓
口
・
図
書
館
バ
ス
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆ 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

休
館
の
お
知
ら
せ

▼ 

休
館
日
／
４
月
29
日（
月
・
昭
和
の
日
）
〜

５
月
６
日
㈪

　

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15

日
㈪
・
22
日
㈪
・
26
日
㈮（
図
書
整
理
日
）・

29
日（
月
・
昭
和
の
日
）・
30
日（
火
・
国
民

の
休
日
）

元号って何だ？元号って何だ？

移動図書館（図書館バス）

認定こども園ましゅう  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

Ａコース  運行日／４月11日㈭・25日㈭
　　　　　　　　　５月16日㈭・30日㈭

　  Ｂコース　運行日／４月４日㈭・18日㈭
　　　　　　　　　　  ５月９日㈭・23日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05

川湯の森病院 14:10～14:30
14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00美羅尾ヶ丘会館

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

※ 

Ａ
コ
ー
ス
は
、摩
周
丘
幼
稚
園
、わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
川
湯
農
村

セ
ン
タ
ー
、す
ず
ら
ん
こ
ど
も
館
に
代
わ
り
、認
定
こ
ど
も
園
ま

し
ゅ
う
、川
湯
の
森
病
院
、美
羅
尾
ヶ
丘
会
館
に
停
車
し
ま
す
。

高齢者肺炎球菌予防接種に助成します
　今年度、助成の対象となるのは「厚生労働省令に定める要件に該当する60～64歳」「65歳」「70歳」「75歳」「80歳」「85
歳」「90歳」「95歳」「100歳」「100歳以上」の方です。予防接種を希望される方は、ぜひ、この機会に接種しましょう。過去
に１回でも接種している方は、対象になりませんのでご注意ください。

▼助成対象者
対象年齢（年度年齢） 生年月日など

60～64歳

1955(昭和30）年４月２日～1960(昭和35）年４月１日に生まれた方で、

心臓や腎臓、呼吸器疾患により日常生活が極度に制限されるほどの障

がいがある方。または、免疫機能に障がいがあり、厚生労働省令に定め

られている方

65歳 1954（昭和29）年４月２日～1955(昭和30）年４月１日に生まれた方

70歳 1949(昭和24）年４月２日～1950(昭和25）年４月１日に生まれた方

75歳 1944(昭和19）年４月２日～1945(昭和20）年４月１日に生まれた方

80歳 1939(昭和14）年４月２日～1940(昭和15）年４月１日に生まれた方

85歳 1934(昭和９）年４月２日～1935(昭和10）年４月１日に生まれた方

90歳 1929(昭和４）年４月２日～1930(昭和５）年４月１日に生まれた方

95歳 1924(大正13）年４月２日～1925(大正14）年４月１日に生まれた方

100歳 1919(大正８）年４月２日～1920(大正９）年４月１日に生まれた方

▼実施医療機関／摩周厚生病院・布施医院・弟子屈クリニック・美里クリニック・川湯の森病院

▼  予防接種の受け方／役場に助成の申し込みをした上で、各医療機関に予防接種の予約をしてください。予防接種の
際は、町民であることと年齢の確認ができるよう、保険証などを提示してください。

▼申し込み締め切り／2020年３月13日㈮

問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

2,000円

1,000円

自己負担

100歳

100歳以上 1919(大正８）年４月１日以前に生まれた方

☆ 

特
集
展
示

　
　

「
平
成
を
振
り
返
っ
て
」

　

天
皇
陛
下
の
退
位
に
よ
り
、
平
成

が
今
月
末
で
終
わ
り
、
５
月
か
ら
新

し
い
元
号
と
な
り
ま
す
。平
成
は
ど

ん
な
時
代
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。こ

の
30
年
で
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
に
話
題
に
な
っ
た

本
や
、
出
来
事
に
関
す
る
本
を
展
示

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
平
成
を
振
り
返
っ

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼ 

期
間
／
４
月
２
日
㈫
〜
28
日
㈰

▼ 

展
示
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

おはなしはらっぱ

☆６日／『たべたの　だあれ』
　　　　『へんてこ　へんてこ』 
　　　　『はるやさいのはるやすみ』
☆13日／『いろいろばあ』『はんぶんタヌキ』
　　　　『いけいけ しょうがく いちねんせい』
☆20日／『４がつのあかちゃん』
　　　　『ながいながいすべりだい』
　　　　『ねこのピートはじめてのがっこう』
☆27日／『こりゃまてまて』『しゅくだい』
　　　　『こんにちは！へんてこライオン』

テーマ『がっこう たのしいな』

☆特集展示☆ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

11
日
㈭
・
18
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

５
日
㈮
・
19
日
㈮

時間／午後１時～　　場所／町図書館

※ 

Ｂ
コ
ー
ス
は
、摩
周
丘
幼
稚
園
、み
は
ら
し
台
こ
ど
も
館
に
代
わ

り
、認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
、老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園
に
停
車
し

ま
す
。
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18歳以上33歳未満の方（32歳の方は
採用予定月１日から起算して３月
に達する日の翌月の末日現在、33
歳に達していない方）

平成31年度採用の自衛官などを募集します
募集種目 募集人員

幹部候補生

大学卒業程度
【参考】2018年度

陸　約145人（うち女子 約20人）
海　約 70人（うち女子 約15人）

空　約 45人

応募資格 受付期間 試験日 合格発表日 入隊・入校 待遇・その他

一般
大学院卒業

【参考】2018年度
陸　約25人
海　約10人
空　約10人

22歳以上26歳未満の方
（ 20歳以上22歳未満は大学卒業（見
込み含む）、修士課程修了者など
（見込み含む）は28歳未満）

修士課程修了者など（見込み含む）で、
20歳以上28歳未満の方

５月１日㈬まで

【参考】2018年度
陸　約10人
海　約10人
空　約５人

専門の大学卒業（見込み含む）で20歳
以上30歳未満の方
（薬剤科は20歳以上28歳未満の方）

歯科
薬剤科

１次　５月11日㈯・12日㈰

２次　６月11日㈫～14日㈮

海・空飛行要員のみ
３次
（海）７月８日㈪～12日㈮
（空）７月13日㈯～８月１日㈭

１次　５月11日㈯
２次　６月11日㈫～14日㈮

１次　６月３日㈪

海・空飛行要員のみ
２次
（海）７月１日㈪
（空）７月５日㈮

最終
（陸）７月26日㈮
（海）８月２日㈮
（空）８月30日㈮

１次　６月３日㈪
最終
（陸）　 ７月26日㈮
（海・空）８月２日㈮

2020年３月下旬～
４月上旬

入隊後、約１年で３
等陸・海・空尉
（ 大学院卒業者試験
合格者は２等陸・海・
空尉）

歯科は入隊後約６週
間で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１
年で２等陸・海・空尉

【参考】2018年度
陸・海・空　若干人

医師・歯科医師の免許を取得した方医科・歯科幹部
①５月10日㈮
②11月22日㈮

①７月26日㈮
② 2020年１月31日㈮

２等陸・海・空尉で採
用（経験年数などに
より異なる）

① ４月19日㈮まで
② 10月１日㈫
　　　～31日㈭

①10月上旬～中旬
② 2020年３月下旬～
４月上旬

【参考】2018年度
海　若干人
空　若干人

大卒以上の方で、応募資格に定め
られた学部・専攻学科などを卒業
後、２年以上の業務経験のある方

技術海上・技術航空幹部 ６月24日㈪

８月２日㈮

３等海・空尉以上で
採用（経験年数など
により異なる）４月19日㈮

～
５月24日㈮

10月以降

【参考】2018年度
海　約40人
空　若干人

20歳以上で国家免許資格を取得し
た方など

技術海曹・技術空曹 ６月21日㈮

３等海・空曹以上海・
空曹長までで採用（免
許資格・年齢などによ
り異なる）

９月下旬

【参考】2018年度
海　約80人（うち女子 若干人）

空　約70人

海　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上23歳未満の方

空　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上21歳未満の方

航空学生

１次　９月16日㈪
２次　10月15日㈫～20日㈰
３次　
 海 11月22日㈮～12月18日㈬
 空 11月16日㈯～12月19日㈭

１次　10月４日㈮
２次
　（海）11月11日㈪
　（空）11月５日㈫
最終
　2020年１月21日㈫

入隊後、約６年で３
等海・空尉

７月１日㈪
～

９月６日㈮

2020年３月下旬～
４月上旬

【参考】2018年度
陸 約4,200人（うち女子 約200人）
海 約1,250人（うち女子 約150人）

空　約  850人

18歳以上33歳未満の方（32歳の方は
採用予定月の末日現在、33歳に達
していない方）

一般曹候補生

①１次　５月25日㈯
　２次　６月26日㈬
　　　　　～７月１日㈪
②１次　９月20日㈮～22日㈰
　２次　10月11日㈮～16日㈬
※いずれか１日を指定されます

①１次　６月７日㈮
　最終　７月26日㈮
②１次　10月４日㈮
　最終　11月８日㈮

入隊後２年９カ月経
過以降、選考により
３等陸・海・空曹

【参考】2018年度
陸　約5,100人
海　約1,300人
空　約1,800人

男子

受付時にお知らせ 試験日にお知らせ

所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・海・
空士に任用。陸（技術
系を除く）は１年９カ
月、陸（技術系）・海・空
は２年９カ月を１任
期として任用（以降２
年を１任期）

年間を通じて随時

2020年３月下旬～
４月上旬

　 上記のほかに設
定する場合があ
ります。

【参考】2018年度
陸　約1,100人
海　　約370人
空　　約230人

女子

自衛官候補生

【参考】2018年度
人文・社会科学専攻
約30人（うち女子 約５人）

理工学専攻
約100人（うち女子 約10人）

推薦 ９月28日㈯・29日㈰ 11月１日㈮

９月５日㈭
～

９日㈪

2020年４月上旬

防衛大学校
学生

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満で、成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる方

【参考】2018年度
約50人（うち女子 約５人）

（ 人文・社会科学専攻、理工学
専攻合わせて）

総合選抜
　１次　９月28日㈯
　２次　11月２日㈯・３日㈰

１次　10月18日㈮
最終　11月27日㈬

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満の方（自衛官は23歳未満）

【参考】2018年度
人文・社会科学専攻
約65人（うち女子 約15人）

理工学専攻
約235人（うち女子 約20人）

一般
１次　11月９日㈯・10日㈰
２次　12月10日㈫～14日㈯

１次　11月27日㈬
最終
　2020年１月24日㈮

９月５日㈭
～

30日㈪

修学年限４年
卒業後、約１年で
３等陸・海・空尉

【参考】2018年度
約85人

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）で18歳以
上21歳未満の方

防衛医科大学校
医学科学生

１次　10月26日㈯・27日㈰
２次　12月11日㈬～13日㈮

１次　11月28日㈭
最終
　2020年２月14日㈰

修学年限６年
医師免許取得後、２
等陸・海・空尉

【参考】2018年度
約75人

防衛医科大学校看護学科
学生（自衛官候補看護学生）

　１次　10月19日㈯
　２次　11月30日㈯・
        12月１日㈰

１次　11月15日㈮
最終
　2020年２月７日㈮

修学年限４年
看護師免許取得後、卒
業後、約１年で３等
陸・海・空尉

【参考】2018年度
約60人

推薦
2020年

１月５日㈰・６日㈪
※ いずれか１日を指定されます

2020年１月16日㈭
11月１日㈮

～
11月29日㈮

【参考】2018年度
約260人

一般
１次　2020年１月18日㈯
２次　2020年１月31日㈮
　　　　　～２月３日㈪

11月１日㈮
～

2020年
１月６日㈪

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

中学卒業（見込み含む）の17歳未満の
男子で、成績優秀かつ生徒会活動
などに顕著な実績を修め、学校長
が推薦できる方

修学年限３年
卒業後は陸士長
卒業後、約１年で３
等陸曹中学卒業（見込み含む）で17歳未満の

方

１次
　2020年１月24日㈮
最終
　2020年２月14日㈮

【参考】2018年度
陸・海・空　約10人

技術 2020年１月25日㈯ 2020年４月24日㈮貸費学生

大学の理工学部・工学部の３・４年次
または大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学（正規の修業年限を終
わる年の４月１日現在で26歳未満
（大学院修士課程在学者は28歳未
満））の方

４月分から正規の修
業年限を終わる月ま
で毎月54,000円貸与

卒業（修了）後

陸　約1,400人一般
　①４月20日㈯～24日㈬
　②10月５日㈯～10月８日㈫
※ いずれか１日を指定されます

①５月17日㈮
②11月８日㈮

① ４月12日㈰まで
② ７月１日㈪
　～９月13日㈮陸　約200人

海　約 20人
技能

18歳以上34歳未満の方
階級は指定しない
教育訓練召集手当
日額7,900円
所定の教育訓練修了
後、予備自衛官とし
て任用

18歳以上で国家免許資格などを有
する方（資格により年齢の上限は53
歳未満～55歳未満）

教育訓練の開始時
期は７月以降

予備自衛官補

※2019年度の募集人員は、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。
※ 薬剤科は、①学校教育法に基づく大学で正規の薬学の課程（６年制に限る）を修めて卒業した方（2020年３月卒業見込みの方を含む）、②外国の薬学校を卒業または外
国の薬剤師免許を受けた方で厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方、③2008年度～2019年度に学校教育法に基づく大学に入学し４年制
薬学課程を修めて卒業し、学校教育法に基づく大学院で薬学の修士、または博士課程を修了し、厚生労働大臣が①と同等以上の学力と技術を有すると認定した方に
限ります。
※医科・歯科幹部、予備自衛官補は、第１回で採用予定数を採用した場合、第２回は実施しない場合があります。
※自衛官候補生の2020年３月高等学校卒業予定者・中等教育学校卒業予定者の採用試験は、９月16日㈪以降に行います。
※貸費学生の学部は、理学部・工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは、お問い合わせください。
※資格欄の高校卒業には中等教育学校卒業者を含みます。
※応募資格年齢の起算日は募集種目ごとに異なりますので、募集要項で確認してください。
※記載内容については変更される場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページなどでお知らせしますのでご確認ください。

詳細はお問い合わせください。

　　  問い合わせ先／自衛官募集コールセンター☎０１２０‐０６３７９２（フリーダイヤル）年中無休　受付時間・正午～20時

自衛官募集ホームページ

http://www.mod.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

① ５月15日㈬まで
② ７月１日㈪
　　～９月６日㈮

　町では、河川・湖・海などの水質保全や衛生的な生活環境の向上を図るため、平成31年度より公共下水道の予定がな
い区域で合併処理浄化槽を設置する方を対象に、設置費用の一部に補助金を交付します。

【補助金の対象】
　 町が定めた弟子屈町公共下水道事業計画区域を除く地域
であること

　 自らが居住または居住しようとしている専用住宅、併用住
宅、その他店舗、事業所などで処理対象人員が50人槽以下
の浄化槽であること

　 町内に住所を有していて、町税などを滞納していないこと

　 浄化槽工事業の登録または届出をしている町内の排水設
備指定工事店が施工するもの

　 補助の対象となる費用は、浄化槽本体に係る工事費用のみ
で、トイレ・屋内外の排水設備工事、放流管工事などについ
ては補助対象費用にはなりません。（トイレ・屋内外の排水設備などに係る標準的工事費は70万円程度）

　　　　　　　　【補助金の上限額】　　　　　　　　　　　　　　　　　　【指定工事店】

　※ 単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合、
単独浄化槽の撤去に要する費用に対して、
９万円を上限額とし上記の補助限度額に加算
します。

【申請手続き】
　 ▼受付／４月10日㈬から
　 ▼受付場所／役場水道課設計係
　 ▼申請方法／ 補助金の交付申請につきましては、「弟子屈町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付規則」に基づ

く各書類提出が必要となります。
　　　　　　　 工事を開始する前に、補助金の交付決定を受けていないと補助金が交付されません。工事を行う前

に、必ず役場水道課にお問い合わせください。詳しい提出書類などを説明します。
　※本年度の補助金の交付は、30基もしくは、予算の範囲内となりますので、年度途中で終了する場合があります。

合併処理浄化槽設置整備事業

排水設備工事など
（補助対象外）

浄化槽設置工事
（補助対象）

放流管工事
（補助対象外）

放流管
浄化槽本体

汚水ます

送気管

ブロア（送風機

流入管

申し込み・問い合わせ先／役場水道課設計係☎４８２‐２９４２（課直通）

区分

５人槽

７人槽

10人槽以上50人槽まで

補助限度額

900,000円

1,150,000円

1,530,000円

店名

㈲鎌田水道工務店

㈲熊谷工務店

鋼管建設工業㈱

住所（弟子屈町）

高栄3-1-6

高栄4-4-28

美里4-1-20

㈱近藤建設 鈴蘭2-1-11

大栄電業㈱ 泉4-10-3

㈲服部水道工務店 摩周1-2-1

電話番号

015-482-2140

015-482-1941

015-482-4217

015-482-1060

015-482-2677

015-482-1066

浄化槽の維持管理について

　浄化槽管理者（設置者）には、浄化槽法により保守点検・清掃・法定検査の３つの義務が定められています。
①保守点検／浄化槽の機能を維持する為、機器の調整・消毒薬の補充などを行う保守点検が定められています。
　　　　　　※４カ月に１回程度ですが、処理方式・処理対象人員により異なります。
②清掃／汚泥などが過度に蓄積されると、浄化槽の機能低下や悪臭が発生する原因にもなります。毎年１回以上、
　　　　汚泥の引き抜き・機器類の洗浄などが必要となります。
③法定検査／浄化槽を設置後３～８カ月以内に処理水質が保たれているか。また、保守点検や清掃が適正に行われ
　　　　　　正常に機能が発揮されているか否かを確認するため、年１回、北海道の指定する検査機関（北海道浄
　　　　　　化槽協会）による検査を受けることが義務付けられています。
　※点検・検査料、電気代などを含め年間６万円程度（浄化槽処理人槽、使用状況により費用は異なります）の管理
　　費用となります。
　これらのことを適正に行わないと放流水質が悪化し、水環境に影響を与える原因となってしまいます。
　浄化槽の機能が十分に発揮されるように適切な維持管理に努めましょう。
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平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表

彰
と
体
育
協
会
表
彰
が
３
月
14
日
、
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
３
個

人
、１
団
体
、特
別
賞
２
個
人
が
選
ば
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
弟
子
屈

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
の
辻
谷
寅
次
郎

く
ん（
奥
春
別
小
学
校
６
年
）が「
今
日
は
、

こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。僕
た
ち
は
、
今
ま
で
ず
っ
と
い

っ
し
ょ
に
や
っ
て
き
た
仲
間
と
全
道
大

会
で
３
位
に
な
り
ま
し
た
。厳
し
い
練
習

も
助
け
合
っ
て
や
っ
て
き
た
仲
間
、
熱
心

に
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
、
ど
ん
な
時

で
も
僕
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
が

い
た
か
ら
こ
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弟
子
屈
町
の
皆
さ
ん
か
ら
も
温

か
い
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。僕
た
ち
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
最
後
ま
で
諦

め
な
い
心
、
辛
い
時
で
も
仲
間
と
協
力
し 表彰式を終えて

合
う
心
、
仲
間
を
信
じ
る
心
を
学
び
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
。今
日
は
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

❏
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
濱
岡
凌
平（
旭
川
大
学
高
校
３
年
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会（
４
０
０
㍍
）

　

第
４
位

▼ 

一
ノ
戸
菜
穂（
標
茶
高
校
２
年
）

　

 

全
道
高
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

第
３
位

▼
野
表
朝
姫（
弟
子
屈
小
学
校
６
年
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会（
走
高
跳
び
）

　

第
６
位

　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
け
が
や
事
故
は
付
き

物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

万
が
一
に
備
え
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」

に
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼ 

加
入
方
法
／
４
人
以
上
の
団
体
で
、
公

民
館
内
に
あ
る
加
入
申
込
書
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

保
険
対
象
期
間
／
４
月
１
日
㈪
〜

２
０
２
０
年
３
月
31
日
㈫

▼ 

保
険
料
／
一
般
的
な
保
険
料
は
、
高
校

生
以
上
１
８
５
０
円
、
中
学
生
以
下

８
０
０
円

※ 

種
目
や
活
動
内
容
な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

❏ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き
な
保
障

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に

　
　
　
　

加
入
し
ま
せ
ん
か

功績をたたえて

　

Ｐ
Ｌ
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
弟
子

屈
教
室
の
森
田
由
菜
さ
ん
、
三
上

柚
季
さ
ん（
以
上
弟

子
屈
中
学
校
３

年
）、
三
上
葉
月
さ

ん（
弟
子
屈
小
学
校

５
年
）、
Ｉ
＆
Ｍ
バ

ト
ン
ス
タ
ジ
オ
の

藤
原
湖
遥
さ
ん（
弟

子
屈
中
学
校
２
年
）

が
、12
月
に
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た
第

44
回
全
日
本
バ
ト

バトンで全国大会出場

※このページ内の児童・生徒の学年は平成30年度のものです。

　

開
成
建
設
工
業
㈱
（
小
澤
由
明
代
表
取

締
役
）
の
皆
さ
ん
が
２
月
28
日
、
町
営
球

場
の
除
雪
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
役
に

立
ち
た
い
と
、
社

会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
行

っ
た
も
の
で
す
。

地
域
の
役
に
立
ち
た
い

　

開
成
建
設
工
業
㈱
が

　
　
　

町
営
球
場
内
を
除
雪

重機を使って除雪作業

▼ 

弟
子
屈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

　

全
道
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
第
３
位

▽
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

▼
更
科
亮
輔（
弟
子
屈
中
学
校
教
諭
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会（
円
盤
投
げ
）

　

第
８
位

▼
古
舘
桃
奈（
旭
川
龍
谷
高
校
１
年
）

　

 

全
道
陸
上
競
技
大
会
１
５
０
０
㍍
）
第

８
位

❏
弟
子
屈
町
体
育
協
会
表
彰

▽
功
労
賞

▼
南
伹
雄（
町
摩
周
空
手
道
協
会
）

　

 

本
町
の
空
手
の
普
及
・
発
展
に
寄
与

▽
特
別
賞

▼ 

中
島
夏
輝（
弟
子
屈
小
学
校
６
年
）

　

全
道
陸
上
競
技
大
会（
砲
丸
投
げ
）

　

第
７
位

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
北
海
道
支
部

大
会
に
出
場
。優
秀
な
成
績
を
収
め
、
３

月
22
日
か
ら
大
阪
市

で
開
催
さ
れ
た
第
43

回
全
日
本
バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、

広
報
て
し
か
が
５
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

３
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で

「
ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う
体
験

講
座
受
講
生
作
品
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

２
月
の
講
座
で
作
り
上
げ
た

テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ト
10
作
品
が
展

示
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
文
様
の
美
し

い
図
案
に
一
針
一
針
丁
寧
に
仕

上
げ
ら
れ
た
力
作
は
訪
れ
る
人

た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

「
和
食
料
理
講
座
」

　

鶏
肉
の
豆
板
醤
焼
き
、
魚
介
の
南
蛮
漬

け（
酢
の
物
）、
蟹
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
茄

子
の
揚
げ
浸
し
、
若
竹
椀（
お
吸
い
物
）の

５
品
を
作
り
ま
す
。

▼ 

日
時
／
５
月
15
日
㈬　

13
時
〜
15
時

30
分

▼ 

場
所
／
川
湯
ふ
る
さ
と

館
▼ 

講
師
／
屈
斜
路
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル　

調
理
師　

西
野　

義
浩
さ
ん

▼ 

対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
16
人　

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
料
／
千
５
百
円

▼ 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
申
込
締
切
日
／
４
月
25
日
㈭

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

　

町
民
大
学
校
生
き
が
い
講
座

の
閉
講
式
が
、３
月
12
日
に
弟
子

屈
学
級（
町
公
民
館
）、14
日
に
川

湯
学
級（
川
湯
ふ
る
さ
と
館
）で
、

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
を
も
っ
て
両
学
級
の

学
級
長
が
引
退
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、弟
子
屈
学
級
の
佐
々
木
キ

ヨ
学
級
長
と
川
湯
学
級
の
小
泉

優
学
級
長
が
そ
れ
ぞ
れ
お
礼
の

こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
学
級
と
も
最
後
に
学
級
生

か
ら
長
年
の
お
礼
を
込
め
て
両

学
級
長
へ
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

「生きがい講座」で学んでいます

弟子屈学級の皆さん

美しいアイヌ文様のテーブルマット

公民館ロビー展

公
民
館
講
座
の

参
加
者
を
募
集

　

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
懐
か
し
い
曲

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
４
月
18
日
㈭　

10
時
〜
11
時

30
分

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

２
階
講
堂

▼ 

講
師
／
更
科 

俊
一
郎
さ
ん

※ 

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で

当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館
☎
４
８

　

２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

30㈰ 日
９ ８ ７ ６ 月

【
地
場
産
品
を
学
ぼ
う
！
】

実
際
に
試
食
を
し
な
が
ら
、
地
場
産

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
町
の
酒
屋
さ
ん
が
教
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
イ
ン
講
座
】

自
分
好
み
の
ワ
イ
ン
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。

【
木
育
講
座
】

自
然
散
策
や
木
の
ス
プ
ー
ン
を
作
り

ま
す
。

内　

容

５㈮
【
摩
周
陶
芸
講
座
】

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

【
健
康
講
話
】

一
流
の
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
生
き
生
き

と
健
康
で
い
る
た
め
の
体
の
使
い
方

な
ど
を
学
び
ま
す
。

【
松
浦
武
四
郞
講
演
会
】

三
重
県
松
阪
市
松
浦
武
四
郞
記
念
館

学
芸
員
山
本
命
氏
に
よ
る
講
演
会
で

す
。

【
近
隣
の
ま
ち
を
訪
ね
て
】

網
走
方
面
へ
行
き
体
験
や
見
学
を
行

い
ま
す
。

【
英
語
講
座
】

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
講
師
と
な
り
楽
し
く
英

会
話
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
ふ
る
さ
と
講
座
】

弟
子
屈
町
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。

19 ㈮25 ㈭上旬中旬下旬11 ㈬28 ㈯
６
月
か
ら
９
月
の

　

「
公
民
館
講
座
」

 

日
程
な
ど
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 

講
座
の
詳
細
や
申
し
込
み
は
都
度
、広

報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

摩
周
多
夢
窯
陶
芸
講
座
が
３
月
１
日
、

町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
48
人
が
参
加
し

ま
し
た
。職
場
の
仲
間
や
親
子
で
参
加
し

た
方
が
多
く
、
講
師
の
摩
周
多
夢
窯
陶

芸
・
平
出
隆
子
先
生
と
６
人
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
楽
し

く
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
陶
芸
講
座

熱心に作品作りに取り組む参加者の皆さん

全国大会出場を報告する皆さん

川湯学級の皆さん
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 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
平成31年４月発行　第259号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

町内で特殊詐欺未遂事件が発生！！
　町内で特殊詐欺未遂事件が発生しました。

　被害者のスマートフォンに有料サイトの未納料金があるとのショートメールが届き、メールに書かれた電話番号

に電話したところ、「入会金が未納である」「すぐに支払わなければブラックリストに載る」などと言葉巧みに誘導さ

れ、コンビニで電子マネーを購入するように指示されました。

　被害者が電子マネーを購入しようとした際、コンビニエンスストアの店員が詐欺を疑い、被害者の方に声をかけた

ところから、被害をまぬがれることができました。

　皆さんの身近なところでも特殊詐欺事件が発生しています。メールや電話で金銭を要求されたら、１人で悩まず、

誰かに相談してください。

送り付け商法に注意！！
　釧路管内の世帯に、別居しているはずの息子宛に代引きの荷物が配達され、代

金支払い後に息子に確認したところ、荷物などを注文した事実はないことがわ

かり、警察へ相談するケースが相次いでいます。

　身に覚えのない荷物が届いた時は、

　受け取らない（受取拒否や受取保留をして確かめる）
　支払わないで対応しましよう。

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

自動車運転免許の
更新時講習

期日／４月17日㈬　場所／町公民館

 ▼優良講習／11時30分

 ▼一般講習／13時

 ▼違反講習／９時

 ▼初回講習／14時30分

※ 講習は、警察署で免許更新の手続きを済ませた

後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

新入学・新入園の交通安全期間
～とびださない　いったんとまって　みぎひだり～

交番だより　平成31年４月号

４月８日㈪から12日㈮までの間は「新入学・新入園期の交通安全期間」です。

　車などを運転する皆さんへお願い
　子どもたちを見かけたら、必ずアクセルをゆるめ、学校や公園の近くを通る時

は、慎重な運転を心がけましょう。

　保護者の皆さんへお願い

　交通ルールは、事故を起こしたり、被害に遭わないための大切な決まりです。

　保護者の方が、日常生活の中でお手本を示しながらしっかり教えてあげましょう。

詳しくは、弟子
屈警察署にお
問い合わせく
ださい。

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付
　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証を自主返納した高齢者の方などが、
マイカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。

　 ▼交付対象者　
　　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　　　本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　　　平成30年４月１日以降に運転免許証を自主返納された方
　　　町税などを滞納していない方
　　　弟子屈町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　　　　※自主返納から１年以内に申請が必要です。

　 ▼交付されるもの（交付される回数券などは一人につき１度だけです）
　　〇阿寒バス回数券　〇摩周ハイヤー乗車券　〇摩周湖スタンプ商品券
　　※この中から合計２万円分を交付します。

　 ▼申請方法
　　 　あらかじめ弟子屈警察署または釧路運転免許試験場で免許証を返納し、必要書類をお持ちの上、申請して

ください。
　　本人であることが確認できる書類（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証 など）
　　印鑑
　　免許証を返納した時に交付される運転免許証の取消通知書
　　※ 申請後、２～３週間程度で、本人に支援を決定する通知をしますので、通知書と本人確認できる書類を

持って窓口で受け取りとなります。

申し込み・問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

弟子屈町運転免許証返納支援事業

運転免許証の
自主返納

防災ワンポイントコーナー

　最近は、日本全国で想定外の自然災害が発生しています。当町でも、昨年３月の大雨洪水、同９月の胆振東部地震に
よるブラックアウトなど、過去に例のない被害が続発しています。大地震や火山噴火などの大規模災害時には、従業
員や企業の代表者が被災者になることもあり、通常通りに業務を継続することは極めて困難になります。
　昨年９月のブラックアウトの際には、多くの企業が非常用発電機の配備の重要性や、発災時の従業員の安否確認や
招集計画の必要性について痛感したと思います。
　このような状況から、北海道中小企業家同友会釧路支部摩周地区会（宮田歓朗会長）では、「もしもの時の準備、出来
ていますか？～企業防災と業務継続計画を考える～」と題した研修会を３月11日に開催しました。
　同会には、電気、建築土木、造園、農産業、製造業、飲食・販売業、宿泊業、貯金・配達業、保険業など、多くの種類の業者
が参加していることから、大規模災害発生時における地域応急復旧活動への参加が期待されます。しかし、肝心の会
社が通常通りに業務ができない状況では、地域への貢献活動どころではなくなります。
　本研修では、本町の中村防災対策専門官が講師となり、「①町内で
起こり得る自然災害とそのリスクへの対応、②従業員の招集体制、
③企業の責任者が欠員または不在時の指揮の継続、④災害発生当初
に行うべき業務の優先順位」などの考え方について講演しました。
　講演を受けて、宮田会長は「毎年、いろいろな災害が発生している
ので、個人としての災害への準備はある程度できているとは思う
が、この度の研修で、企業として事業継続をするための体制は万全
かについて見直す良い機会となりました」と述べていました。

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

誰かの笑顔を守るそんな仕事がある
 一緒に北海道の安全安心を守りましょう！

警察官募集中！

企業としての災害の備えを研修する皆さん
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町の話題

町の話題

このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係　☎４８２-２９１３（課直通）

　長年にわたり交通安全活
動に尽力した町女性ドライ
バークラブ顧問の舘昭子さ
んが、平成30年度交通栄誉章
「緑十字銀章」を受賞し、その
伝達式が２月22日、弟子屈警
察署で行われました。

　同章は交通安全功労者をたたえるもので、当町でははじめ
ての受賞者となった舘さんは、免許取得して以来47年間無事
故無違反を守る優良ドライバー。現在顧問を務める同クラブ
では、平成18年から23年まで会長を務めるなど、安全運転の
推進に尽くしてきました。舘さんは「受賞は自分だけではな
く、会員たちと積み重ねた成果」と笑顔で話していました。

交通安全功労者をたたえて

舘昭子さんが交通栄誉章「緑十字銀章」を受賞
林
署
長
か
ら
賞
状
を
受
け
取
る
舘
さ
ん（
右
）

２月22日

星空を通しふるさとの環境を考える
星空観察会を開催

　

町
主
催
に
よ
る
星
空
観
察
会
が
２

月
26
日
、
屈
斜
路
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
観
察
会
は
、
本
年
８
月
に
行

わ
れ
る
「
第
31
回 

星
空
の
街
・
あ
お

ぞ
ら
の
街 

全
国
大
会
in
弟
子
屈
町
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
和
琴
小
学
校
の
児
童
や
先

生
、地
域
の
方
な
ど
、20
人
ほ
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

観
察
会
で
は
、講
師
と
し
て
、り
く

べ
つ
宇
宙
地
球
科
学
館（
銀
河
の
森

天
文
台
）で
星
の
案
内
や
天
体
写
真

の
撮
影
を
行
っ
て
い
る
中
島
克
仁
さ

ん
を
招
き
、
室
内
で
星
空
観
察
の
仕
方
を

学
び
、
屈
斜
路
研
修
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

で
観
察
を
行
い
ま
し
た
。観
察
し
た
日

は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、見
事
な
星
空
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

観
察
し
た
参
加
者
か
ら
は
、
あ
ら
た
め

て
見
た
星
空
に「
す
ご
い
き
れ
い
」「
た
く

さ
ん
の
星
が
見
ら
れ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

観
察
後
に
は
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が「
ほ
し
ぞ
ら
か

ん
さ
つ
シ
ー
ト
」に
観
察
結

果
を
ま
と
め
ま
し
た
。観

察
結
果
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト 

グ
ロ
ー
ブ
・
ア
ッ
ト
・
ナ

イ
ト
に
投
稿
さ
れ
、世
界
中

の
人
と
情
報
交
換
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
観
察
会
は
、
春
に

も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

観察した結果をかんさつシートに記入

満天の星を観察（解説する中島先生（右））

　

本
年
４
月
よ
り
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
が
開
園
す

る
こ
と
に
伴
い
、
学
校
法
人
弟
子

屈
学
園
摩
周
丘
幼
稚
園
（
鈴
木
幸

榮
園
長
）と
、町
立
お
ひ
さ
ま
保
育

園（
渡
邊
亜
子
園
長
）で
閉
園
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

摩
周
丘
幼
稚
園
は
、
平
成
８
年

に
開
園
。こ
れ
ま
で
、７
３
４
人
の

卒
園
児
を
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。３
月
24
日
に
は
、関
係
者
な
ど

で
閉
園
式
が
行
わ
れ
、園
舎
は
、一

般
に
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
園
に
あ
た
り
鈴
木
園
長
は

「
子
ど
も
た
ち
が
園
で
の
生
活
や

行
事
を
通
し
、
大
き
く
成
長
し
て

い
く
姿
が
何
よ
り
も
う
れ
し
く
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多

か
っ
た
。保
護
者
、関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。一
般
公

開
に
は
、
同
幼
稚
園
を
卒
園
し
た
方
も
多

く
訪
れ
、当
時
を
な
つ
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
に
は
、
お
ひ
さ
ま
保
育
園
で

も
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。平
成
９
年

の
開
園
以
来
、
４
９
０
人
の
卒
園
児
を
送

り
出
し
、
園
舎
は
４
月
よ
り
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
と
し
て
再
出
発

し
ま
す
。閉
園
に
あ
た
り
德
永
町
長
は「
こ

れ
ま
で
保
育
園
の
運
営
な
ど
に
保
護
者
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
者
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
。あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
の
運
営
に

は
、全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

子育ての新たな環境へ
摩周丘幼稚園閉園式
おひさま保育園閉園式

幼保連携型認定こども園ましゅうとなる園舎（旧おひさま保育園）

閉園にあたりあいさつする鈴木園長

　東星渡部建設株式会
社（渡部哲夫代表取締
役）の弟子屈下流地区河
道整備工事現場見学会
（釧路川改工事）に２月
22日、弟子屈中学校（佐

藤敬喜校長）の２年生43人が参加しました。
　建設業と建設現場で働く人について間近で見てもらうこ
とにより、建設業の仕事に関心を持ってもらうことを目的
に開催されたもの。生徒たちはふだんは関係者しか立ち入
ることのできない現場で重機や作業員の仕事を間近で見学
しました。見学後半には防災活動体験として土のう作りに
挑戦。土を詰めた土のう袋の重さに驚いた様子でした。

２月22日

まちを守り、地図に残るお仕事

釧路川改修工事現場を見学｜弟子屈中
ス
コ
ッ
プ
を
握
っ
て
土
の
う
作
り

　卒業生から卒業後の
具体的な体験談を聞き、
４月からの新生活につ
いて考える「社会人にな
るための講話」が２月26
日、弟子屈高校（宮﨑円

校長）で開催され、同校の３年生37人が参加しました。
　講師には現在社会人・大学生として生活する同校の２人の
卒業生（平成29年度卒）が招かれ、社会人として、大学生とし
てそれぞれの視点から講話を実施。生徒のみなさんはメモを
とりながら真剣に耳を傾け、質疑応答の時間には「社会人で
一番大変だったことは」「大学のレポート課題は大変か」など
たくさんの質問が挙がりました。

新生活への不安を解消

社会人になるための講話を開催｜弟子屈高
期
待
と
不
安
の
新
生
活

２月27日

　「第33回税をテーマと
したポスター」で、全道
から寄せられた全3，328
点の作品の中から、川湯
中学校（佐藤岳彦校長）
３年 田本亜樹斗君の作

品が北海道教育庁釧路教育局長賞を受賞しました。
　同募集は北海道が毎年行っているものですが、何十点も応募
して１点も入賞しない学校も多いとのこと。町内からは40点が
応募されており、川湯中学校では美術の時間に作成した１点を
応募。田本君は「まさか賞をもらえるなんて思っていなかった
ので、びっくりしています」とうれしそうな様子でした。
　作品は釧路総合振興局課税課のホームページに掲載されています。

全道中学生　税をテーマとしたポスター

田本君が釧路教育局長賞を受賞｜川湯中

３月６日

入
賞
作
品
を
手
に（
中
央
・
田
本
君
）

　和歌山大学の出口竜
也教授、竹林浩志准教授
（観光学部）、此松昌彦教
授（教育学部）の３人が
３月14日、弟子屈高校
（宮﨑円校長）を訪れ、全

校生徒を対象に模擬授業を行いました。
　両校が連携し毎年行われているもの。今回は「大学で学ぶ
ということ」と題して、大学での研究についてや自分の将来
像から考える進路選択についての授業が行われました。
　此松教授は今回が初参加。自身が専門とする地質学から
みる地域の違いなどについて、スライドを使って分かりや
すい講義を行い、生徒の皆さんは真剣に聴講しました。

大学で「学ぶ」ことってどんなこと？

和歌山大学が出張模擬授業｜弟子屈高
教
授
ら
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も

３月14日

園児たちによる園歌斉唱
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補
助
金
交
付
希
望
団
体

を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
域
の
自
主
性
と
自
立

性
を
尊
重
し
、
町
や
地
域
に
と
っ
て

有
効
で
公
益
性
が
見
込
ま
れ
る
事
業

を
実
施
す
る
、
補
助
金
交
付
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

▼ 

補
助
対
象
者
／
町
内
で
地
域
づ
く

り
活
動
を

継
続
的
に

推
進
す
る

自
治
会
お

よ
び
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
団
体
な
ど

※ 

会
社
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
会
社

お
よ
び
営
利
団
体
を
除
く

▼ 

補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内（
た
だ
し
、１
事
業
に

つ
き
10
万
円
が
限
度
で
す
）

▼ 

補
助
対
象
事
業
／
①
公
益
性
が
認

め
ら
れ
る
事
業
②
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
事
業

※ 

独
立
採
算
の
事
業
・
国
・
道
も
し
く

は
町
か
ら
別
の
補
助
金
を
受
け
よ

う
と
す
る
事
業
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

▼ 

補
助
対
象
例
／
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
地
域
の
た
め
の
奉
仕
活

動
、セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

▼ 

募
集
期
間
／
随
時（
た
だ
し
、予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８
２

‐
２
９
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

町
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

今
年
も「
町
民
農
園
」が
５
月
中
旬

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
交
流
の

場
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
農
作
業

と
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼ 

場
所
／
摩
周
３
丁
目
４
８
８
‐
８

▼ 

区
画
面
積
／
１
区
画
１
０
０
平
方

㍍（
23
区
画
）

▼ 

使
用
期
間
／
５
月
中
旬
〜
10
月
下

旬

▼
使
用
料
／
１
区
画
３
千
円（
年
間
）

▼ 
対
象
／
定
期
的
に
農
園
を
使
用
・

管
理
で
き
る
方
。

▼ 

募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈪
〜
４
月

26
日
㈮

▼ 

申
し
込
み
方
法
／
役
場
農
林
課
・

川
湯
支
所
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
役

場
農
林
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
農
林
課
農
政
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
３
６（
課
直
通
）ま
で
。

町
有
施
設
廃
止
の
お
知

ら
せ

　

施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
３

月
31
日
で
次
の
町
有
施
設
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。


川
湯
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場


弟
子
屈
町
民
テ
ニ
ス
場


弟
子
屈
町
青
少
年
会
館

❏ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８

　

２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
て

い
ま
す

　

ベ
ル
マ
ー
ク
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

の
箱
な
ど
に
表
示
さ
れ
て
い
る
マ
ー

ク
で
、
一
定
程
度
貯
め
る
と
学
校
用

の
備
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。皆
さ
ん
が
購
入
し
て
い
る
商
品

に
も
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。町
で
は
ベ
ル
マ
ー
ク
を
集
め
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ベ
ル
マ
ー
ク
部

分
を
切
り
取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
施
策
調
整
係
☎
４
８
２

‐
２
９
１
３
ま
た
は
、役
場
教
育
委

員
会
管
理
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
５

　

ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
保
健
師
や
精

神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

（
精
神
保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
４
月
26
日
㈮　

14
時（
要
予
約
）

▼ 

場
所
／
釧
路
保
健
所

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４


５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

で
の
海
の
事
故
防
止

　

今
月
末
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
が
始
ま
り
ま
す
。釣
り
な
ど
海
辺

で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ま
れ
る
方
は
、

海
中
転
落
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

岸
壁
や
防
波
堤
か
ら
落
ち
る
と
あ

４月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

根室高校宿泊研修

今月の主な行事予定
13･14日 釧路江南高校宿泊研修
15･16日

釧路湖陵高校宿泊研修18日

厚岸翔洋高校宿泊研修19日
18日 釧路北陽高校宿泊研修

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

日 木水火 土 日金水火 月

木火 金 土 月日 金 土 月日木水火 火水
19

区 

分
金月 月

16 17 23 30

○○

○ ◎○休 ◎ 休

休◎休◎休

木

３月７日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

土

 今月の休館日
　（ １、２、８、９、
　  15、16、22、23、
30日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
４月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／17、19、24､ 26日　　　　　14時～14時45分

※今月はバスの送迎はありません

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／⑱、日　　　　　　　　　14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／17､ 24日　　　　　　　10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／19、26日　　　　　　　　　19時～19時45分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／13、27日　　　　　　　　　10時30分～正午

幼児水泳教室（幼児４・５歳）

　◇日時／13、27日　　　　　　　10時30分～11時10分

小学生水泳教室（町内在住の小学生）

　◇日時／13、27日　　　　　　　　　11時15分～正午

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／13、14、18、19、20、21､ 25､ 26､ 27､ 28日

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　14時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ ３、４、５、６、７、10、11、12、13、17、

18、19、24、25、26、27、28、29日

15時～17時

※ 上記はあくまでも各
教室のお知らせです。
一般の方も、ぜひ、お
気軽にプールをご利
用ください。

が
る
の
は
大
変
困
難
で
す
。立
ち

入
り
禁
止
区
域
に
は
絶
対
に
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
に
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。

 

単
独
行
動
を
さ
け
、
複
数
人
で
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。

 

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
携
行
し
、

緊
急
時
は
す
ば
や
く
１
１
８
番
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

 

海
上
保
安
庁
が
提
供
す
る
「
海
の

安
全
情
報
」な
ど
で
最
新
の
気
象
・

海
象
情
報
を
入
手
し
て
、
天
候
が

悪
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
早
め

に
帰
る
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❑  

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
海
上
保
安

部
☎
０
１
５
４

５
５
７
５
ま
で
。

職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
受
講
生
募
集

　

釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、７
月
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員

 

電
気
設
備
技
術
科
・
20
人

 

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
・
15
人

▼ 

申
込
受
付
期
間
／
４
月
26
日
㈮
〜

５
月
31
日
㈮

▼
見
学
会
／
５
月
17
日
㈮
・
24
日
㈮

▼
選
考
日
／
６
月
６
日
㈭

▼ 

訓
練
期
間
／
７
月
１
日
㈪
〜
12
月

24
日
㈫

▼ 

費
用
／
２
万
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト

代
）

❑ 

申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
☎

０
１
５
４

１
２
０
１
ま
で
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
釧
路
訓
練

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
５
４

５
９
３

　

８
ま
で
。

労
働
基
準
監
督
官
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ

　　

２
０
１
９
年
度
の
採
用
試
験
を
次

の
要
領
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
受
付
）／
４
月
10
日
㈬
ま
で
。

※ 

詳
し
い
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htlm

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
労
働
局

ま
た
は
最

寄
り
の
各

労
働
基
準

監
督
署
☎

０
１
１
‐

７
０
９
‐

２
３
１
１

　
（
北
海
道
労

　

働
局
）ま
で
。

財
務
専
門
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財

政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募

集
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
受
付
）／
４
月
10
日
㈬
ま
で
。

※ 

詳
し
い
受
験
資
格
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htlm

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
財
務
省
北
海
道

財
務
局
人
事
課
人
事
係
☎
０
１
１

‐
７
０
９
‐
２
３
１
１（
内
線
４
２

　

５
２
）ま
で
。

全面開放日は、バスケットゴールと
テニポンコート１面を設置します！

※ＧＷ中の５月２・４～６日は休館日となります。



informationinformation

33　広報てしかが 2019.4 広報てしかが 2019.4　32

▼保険料率の改定
　 　３月分（４月納付分）より健康保険料率は、10.31％（プ
ラス0.06％）、介護保険料率は、1.73％（プラス0.16％）とな
ります。健康保険および介護保険料率の引き上げに関し
まして、何卒ご理解をいただきますようお願いします。

▼「協会けんぽの健診」のご案内
　 　35歳から74歳の被保険者（ご本人）さまへは、がん検診
を含めた充実した健診項目の「生活週間予防健診」を、40
歳から74歳の被扶養者（ご家族）さまへは、メタボリック
シンドロームに着目した「特定健康検査」と二つの健診を
用意しています。
　 　生活習慣病の予防と早期発見・早期治療のためにも、年
に１度は健診を受けましょう。

❑ 問い合わせ先／全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支
部☎０１１‐７２６‐０３５２（代表）まで。

協会けんぽ
北海道支部からのお知らせ

「てしかが知って得する便利帳」を活用ください
　平成30年広報てしかが４月号と一緒に配布しました「てしかが知って得する便利帳」はお持
ちでしょうか。
　便利帳には「救急・防災」「くらしの手続き」「健康・子育て」「教育・文化スポーツ」などの情報
掲載されているほか、観光情報や、特産品の情報も掲載されています。次の便利帳の発行は、
2020年の４月を予定しています。それまでは、今お持ちの便利帳を、大切に保管してください。
　お持ちでない方は、役場または川湯支所でも配付していますので、ぜひ、活用してください。

❑ 問い合わせ先／役場まちづくり政策課広報統計係　☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

（広告）

郵
便
局
へ
の
転
居
届
を

忘
れ
ず
に

　

４
月
は
就
職
・
進
学
・
転
勤
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。  

　

お
引
っ
越
し
の
際
に
は
、
お
近
く

の
郵
便
局
に
「
転
居
届
」を
出
し
て
お

く
だ
け
で
、１
年
間
、旧
住
所
宛
て
の

郵
便
物
を
新
住
所
に
無
料
で
転
送
し

ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

届
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、郵
便
局
で
は
、皆
さ
ん
の
大

切
な
郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
、
転
居
届
に
つ
い
て
ご
本
人
の

確
認
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
郵
便
局

☎
４
８
２
‐
２
４
４
０
ま
で
。

釧
路
短
期
大
学
で
学
び

ま
せ
ん
か

①
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生

　

釧
路
短
期
大
学
の
科
目
を
社
会
人

の
方
に
開
放
す
る
平
成
31
年
度
前
期

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。単
位
取
得
や
条
件
に
よ

り
免
許
・
資
格
の
取
得
も
可
能
で
す
。

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
４
月
12
日

㈮
必
着

②
幼
稚
園
教
諭
免
許
取
得
特
例
講
座

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、保
育
士
資
格

を
お
持
ち
で
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
お

入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸 数 備　考団　地　名　・　構　造

24,300～36,200円Ｈ９ ３ＬＤＫ １ 79.5㎡（２軒長屋）美留和団地（準耐火平屋）

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／４月１日㈪～４月８日㈪（土・日・祝日は除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／５月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額、単身者用住宅は60,000円（住宅料の２倍）の額
※ 町税や水道料金などに滞納のある方は申し込みできません。入居要件・基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ ２ 57.0㎡（４軒長屋）南弟子屈団地（簡易耐火平屋）
緑団地（簡易耐火平屋） Ｓ54 ３ＤＫ 10,900～16,200円 １ 59.1㎡（４軒長屋）

月額共益費
-
-
-

12,700～18,100円Ｓ55 ３ＤＫ １ 66.5㎡（４軒長屋）緑団地（簡易耐火平屋） -
注１　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。

持
ち
で
な
い
方
に
、通
学
制
幼
稚
園
教

諭
免
許
取
得
特
例
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
４
月
12
日

㈮（
前
期
）・
10
月
４
日
㈮（
後
期
）

③
保
育
士
資
格
取
得
特
例
講
座

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、幼
稚
園
教
諭

を
お
持
ち
で
保
育
士
資
格
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
、
通
学
制
保
育
士
資
格

取
得
特
例
を
開
講
し
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
４
月
５
日
㈮

※ 

①
②
③
と
も
に
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 
①
②
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
／
釧
路
短
期
大
学
☎
０
１
５
４


５
１
２
４
ま
で
。

　

 

③
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　

く
し
ろ
せ
ん
も
ん
学
校
☎
０
１
５

　

４

３
１
９
５
ま
で
。

夏
休
み
海
外
研
修
交
流

事
業
・
参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
９
コ
ー
ス
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。体
験
を
通
し

て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、

国
際
性
を
養
う
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。お
ひ
と
り
で
参
加
に

な
る
方
が
大
勢
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・

英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動

な
ど

▼ 

研
修
先
／
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
フ
ィ
ジ
ー

▼ 

日
程
／
７
月
26
日
㈮
〜
８
月
20
日

㈫
８
〜
18
日
間

▼ 

対
象
／
小
学
３
年
〜
高
校
３
年
ま

で
▼
説
明
会
／
全
国
10
都
市
、５
月

▼
参
加
費
／
36
万
〜
65
万
円

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
５
月
24
日

㈮
ま
た
は
６
月
７
日
㈮

※ 

日
程
・
対
象
・
申
し
込
み
締
め
切
り

は
コ
ー
ス

　

に
よ
り

　

異
な
り

　

ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
公
益
財
団
法

人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１
ま
で
。

（広告）

　ペンションのお仕事を
　　　　　手伝ってください！
[職種]   　 　　  【お掃除係】　　
[勤務時間]  　10:30~13:00くらい　

[募集人数]  　　 　１～２人　　　

[勤務日数] 　閑散期 週０～１日／繁忙期 週１～５日

[時給]　　  　900円+交通費～

　　　　　　お仕事の習熟度に応じてＵＰします。

[条件]　　 　車で通勤できる方、やる気・責任感のある方。

　　　　　　お持ちの携帯電話等でメールを使える方。

　　　　　　（シフトをメールで連絡します）

　　　　　　（メールが不安な方はサポートします）

[応募]　    　メールまたは電話で連絡をください。

　　　　　  　 履歴書をご用意ください。（写真は不要です）

[その他]　 　詳細は面談にて

☎（015）482-2622 (担当 馬場)
札友内原野52線30番地3

https://www.polaris-hokkaido.com/
staff03@polaris-hokkaido.com

ペンション　ぽらりす

※  お子様連れでの
　お仕事もご相談
　ください。

職員人事異動

【退職】　（平成31年３月31日発令） 

　 ▼松岡友之（観光商工課長）

　 ▼須藤光秋（教育委員会指導室長）

　 ▼後木朋子（老人ホーム倖和園養護生活係）

　 ▼丹羽真弓（福祉課地域包括支援係）

　 ▼山本彩加（まちづくり政策課広報統計係）
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日 月 火 水 木 金 土

１２３４５６

７８９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30
■問い合わせ先／健健康こども課☎482-2935 町環境生活課☎482-2934 税税務課☎482-2914 開おひさま保育園☎482-2444 子子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

昭和の日 国民の休日

健健
  康康 総合健診（福祉セ総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）　ンター・6:00～）
子子 育 育 親子遊び「文化セ親子遊び「文化セ
　ンターで遊ぼう」　ンターで遊ぼう」
　（10:00～11:30)　（10:00～11:30)
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

町町 民 民 行政相談（公民館行政相談（公民館
　・13:00～15:00）　・13:00～15:00）

子子 育 育 親子遊び「こども親子遊び「こども
　の日の制作」（子育　の日の制作」（子育
　て支援センター・　て支援センター・
　10:00～11:30)　10:00～11:30)
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

開開 放 放 こども園・保育園開こども園・保育園開
　放「遊んＤａｙ」（こ　放「遊んＤａｙ」（こ
　こども園ましゅう／　こども園ましゅう／
　川湯保育園・9:00～）　川湯保育園・9:00～）
健健
  康康 乳児・３歳・４歳半乳児・３歳・４歳半
　児健診（福祉センター　児健診（福祉センター
　・ 9:15～）　・ 9:15～）
健健
  康康 フッ素塗布（福祉センフッ素塗布（福祉セン
　ター・9:30～10：00）　ター・9:30～10：00）
税税 務 務 夜間納税窓口開設（役夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00　場／川湯支所・20:00
　まで）　まで）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

健健
  康康 総合健診（美留和総合健診（美留和
　会館・6:00～）　会館・6:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

健健
  康康 総合健診（福祉セ総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）　ンター・6:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

健健
  康康 総合健診（福祉セ総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）　ンター・6:00～）
開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（川湯保育　Ｄａｙ」（川湯保育
　園・9:00～）　園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動開ひなたぼっこ移動開
　放「０～３歳｣（川湯　放「０～３歳｣（川湯
　ふるさと館・9:30～　ふるさと館・9:30～
  11:30）  11:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

主な予定を掲載しています

健健
  康康 総合健診（川湯農総合健診（川湯農
　村センター・6:00　村センター・6:00
　～）　～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（川湯保育　Ｄａｙ」（川湯保育
　園・9:00～）　園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動開ひなたぼっこ移動開
　放「０～３歳｣（川湯　放「０～３歳｣（川湯
　ふるさと館・9:30～　ふるさと館・9:30～
  11:30）  11:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（川湯保育　Ｄａｙ」（川湯保育
　園・9:00～）　園・9:00～）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し キッチン「みちくさ」キッチン「みちくさ」
　（待合室みちくさ・　（待合室みちくさ・
  10:00～)  10:00～)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

平成31年 春の火災予防運動

火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署
火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６
E-mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
       kawayufd@smile.ocn.ne.jp

３月３月４日までの出動件数日までの出動件数
火　災　１件災　１件
救　急　救　急　6969件

（川湯支署含む）（川湯支署含む）

３月４日までの出動件数
火　災　１件
救　急　69件
（川湯支署含む）

大
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運動期間／４月20日㈯～４月30日㈫
春の火災予防運動期間中は、町内全域を対象に巡回広報を行います！！

夜間納税窓口の開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／４月24日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所

❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

た
す。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶軽自動車税　　　　　 　　    ５月７日㈫

４月の町税などの納期限

火災が発生しやすい時季を迎え、防火意識の普及と向上のため、「春の火災予防運動」を全道一斉に実施します。

　昨年は春の火災予防運動期間中に、町内で３件の火災が発生しています。全国的にも４月から５月にかけて最も火災
が発生しやすい時季となります。今一度、町民全員で火災の恐ろしさを再認識し火災予防に努めましょう！
　火災が発生した際に、迅速に感知する住宅用火災警報器や初期消火に使う消火器の点検を日頃から行いましょう。

≪消火器の点検項目≫ ≪住宅用火災警報器の点検項目≫

正常をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。 電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。

正常な場合は？ 音が鳴らない場合は？

注）警報音は、メーカーや製品により異なります。

● それでも鳴らない場合には、「電池切れ」か「機械本体の故障」
です。取扱説明書をご覧ください。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー、
火事です。 ・・・ しーん

圧力ゲージの
圧力が規定値
内にあるか？

キャップは
ゆるんで
いないか？

使用期限は
過ぎていない
か？

容器にサビや変
形はないか？

安全ピンは
付いているか？

ホースに
詰まりや
ヒビ割れは
ないか？

全体に変形や
異常はないか？


